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第 ４ 号 

地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について 

地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例を次の

ように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例 

（熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正） 

第１条 熊本県職員等の定年等に関する条例（昭和５９年熊本県条例第２号）の一部を次

のように改正する。 

題名の次に次の目次及び章名を付する。 

目次 

第１章 総則（第１条） 

第２章 定年制度（第２条－第５条） 

第３章 管理監督職勤務上限年齢制（第６条－第１１条） 

第４章 定年前再任用短時間勤務制（第１２条・第１３条） 

第５章 雑則（第１４条） 

附則 

第１章 総則 

第１条中「）第２８条の２第１項から第３項まで及び第２８条の３」を「。以下「法」

という。）第２２条の４第１項及び第２項、第２２条の５第１項、第２８条の２、第２ 

８条の５、第２８条の６第１項から第３項まで並びに第２８条の７並びに警察法（昭和

２９年法律第１６２号）第５６条の４第２項」に改め、同条の次に次の章名を付する。 

第２章 定年制度 

第３条中「６０年」を「６５年」に改め、同条ただし書及び各号を削る。 

第４条第１項中「次の各号のいずれかに該当する」を「次に掲げる事由がある」に、

「その職員に」を「同条の規定にかかわらず、当該職員に」に、「その職員を当該」を

「当該職員を当該定年退職日において従事している」に、「引き続いて」を「、引き続

き」に改め、同項に次のただし書を加える。 

ただし、第９条各項の規定により異動期間（同条第１項に規定する異動期間をいう。

以下この項及び次項において同じ。）（同条第１項又は第２項の規定により延長され

た異動期間を含む。）を延長した職員であって、定年退職日において管理監督職（第

６条に規定する職をいう。以下この条及び次章において同じ。）を占めている職員に
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ついては、第９条第１項又は第２項の規定により当該異動期間を延長した場合であっ

て、引き続き勤務させることについて人事委員会の承認を得たときに限るものとし、

当該期限は、当該職員が占めている管理監督職に係る異動期間の末日の翌日から起算

して３年を超えることができない。 

第４条第１項第１号中「その」を「当該」に改め、「より」の次に「生ずる欠員を容

易に補充することができず」を加え、「とき」を「こと」に改め、同項第２号中「その

職員」を「当該職員」に、「できないとき」を「できず公務の運営に著しい支障が生ず

ること」に改め、同項第３号中「その」を「当該」に、「とき」を「こと」に改め、同

条第２項中「前項の事由」を「前項各号に掲げる事由」に、「存する」を「ある」に改

め、「得て、」の次に「これらの期限の翌日から起算して」を加え、同項ただし書中「

その」を「当該」に改め、「定年退職日」の次に「（同項ただし書に規定する職員にあ

っては、当該職員が占めている管理監督職に係る異動期間の末日）」を加え、同条第３

項中「引き続いて」を「引き続き」に改め、同条第４項中「任命権者は」の次に「、第

１項の規定により引き続き勤務することとされた職員及び第２項の規定により期限が延

長された職員について」を加え、「第１項の事由が存しなくなった」を「第１項各号に

掲げる事由がなくなった」に、「その」を「当該」に、「繰り上げて退職させることが

できる」を「繰り上げるものとする」に改める。 

本則に次の３章を加える。 

第３章 管理監督職勤務上限年齢制 

（管理監督職勤務上限年齢制の対象となる管理監督職） 

第６条 法第２８条の２第１項に規定する条例で定める職は、次に掲げる職（熊本県一

般職の職員等の給与に関する条例（昭和２６年熊本県条例第２号）第４条第１項第４ 

号アに規定する医療職給料表(1)の適用を受ける医師及び歯科医師が占める職を除 

く。）とする。 

( 1 ) 熊本県一般職の職員等の給与に関する条例第７条の２第１項、熊本県立学校職

員の給与に関する条例（昭和２９年熊本県条例第１９号）第８条の２第１項、熊本

県企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和４１年熊本県条例第４６号）

第４条及び熊本県病院局職員の給与の種類及び基準に関する条例（平成２０年熊本

県条例第１１号）第５条に規定する管理職手当を支給される職員の職 

( 2 ) 警察法第６２条に規定する警視又は警部の階級にある熊本県警察の警察官（前

号に掲げる職を除く。） 

( 3 ) 前２号に掲げる職との権衡上必要があると認められる職として人事委員会規則

で定める職 

（管理監督職勤務上限年齢） 
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第７条 法第２８条の２第１項に規定する管理監督職勤務上限年齢は、年齢６０年とす

る。 

（他の職への降任等を行うに当たって遵守すべき基準） 

第８条 任命権者は、法第２８条の２第４項に規定する他の職への降任等（以下この章

において「他の職への降任等」という。）を行うに当たっては、法第１３条、第１５

条、第２３条の３、第２７条第１項及び第５６条に定めるもののほか、次に掲げる基

準を遵守しなければならない。 

( 1 ) 当該職員の人事評価の結果又は勤務の状況及び職務経験等に基づき、降任又は

転任（降給を伴う転任に限る。）（以下この条及び第１０条において「降任等」と

いう。）をしようとする職の属する職制上の段階の標準的な職に係る法第１５条の

２第１項第５号に規定する標準職務遂行能力（次条第３項において「標準職務遂行

能力」という。）及び当該降任等をしようとする職についての適性を有すると認め

られる職に、降任等をすること。 

( 2 ) 人事の計画その他の事情を考慮した上で、管理監督職以外の職又は管理監督職

勤務上限年齢が当該職員の年齢を超える管理監督職のうちできる限り上位の職制上

の段階に属する職に、降任等をすること。 

( 3 ) 当該職員の他の職への降任等をする際に、当該職員が占めていた管理監督職が

属する職制上の段階より上位の職制上の段階に属する管理監督職を占める職員（以

下この号において「上位職職員」という。）の他の職への降任等もする場合には、

第１号に掲げる基準に従った上での状況その他の事情を考慮してやむを得ないと認

められる場合を除き、上位職職員の降任等をした職が属する職制上の段階と同じ職

制上の段階又は当該職制上の段階より下位の職制上の段階に属する職に、降任等を

すること。 

２ 前項の規定は、警察法第５６条の４第１項の規定による任命について準用する。こ

の場合において、前項中「任命権者」とあるのは「熊本県警察本部長」と、「法第２

８条の２第４項に規定する他の職への降任等（以下この章において「他の職への降任

等」という。）」とあるのは「警察法第５６条の２第１項に規定する特定地方警務官

（以下単に「特定地方警務官」という。）に対し、同法第５６条の４第１項の規定に

よる任命（以下「特定任命」という。）」と、同項各号中「職員」とあるのは「特定

地方警務官」と、同項第１号中「降任又は転任（降給を伴う転任に限る。）（以下こ

の条及び第１０条において「降任等」という。）」とあるのは「特定任命」と、「降

任等を」とあるのは「特定任命を」と、同項第２号中「降任等」とあるのは「特定任

命」と、同項第３号中「他の職への降任等」とあるのは「特定任命」と、「降任等を

した」とあるのは「特定任命をした」と、「、降任等」とあるのは「、特定任命」と
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読み替えるものとする。 

（管理監督職勤務上限年齢による降任等及び管理監督職への任用の制限の特例） 

第９条 任命権者は、他の職への降任等をすべき管理監督職を占める職員について、次

に掲げる事由があると認めるときは、当該職員が占める管理監督職に係る異動期間（

当該管理監督職に係る管理監督職勤務上限年齢に達した日の翌日から同日以後におけ

る最初の４月１日までの間をいう。以下この章において同じ。）の末日の翌日から起

算して１年を超えない期間内（当該期間内に定年退職日がある職員にあっては、当該

異動期間の末日の翌日から定年退職日までの期間内。第３項において同じ。）で当該

異動期間を延長し、引き続き当該管理監督職を占める職員に、当該管理監督職を占め

たまま勤務をさせることができる。 

( 1 ) 当該職務が高度の知識、技能又は経験を必要とするものであるため、当該職員

の他の職への降任等により生ずる欠員を容易に補充することができず公務の運営に

著しい支障が生ずること。 

( 2 ) 当該職務に係る勤務環境その他の勤務条件に特殊性があるため、当該職員の他

の職への降任等による欠員を容易に補充することができず公務の運営に著しい支障

が生ずること。 

( 3 ) 当該職務を担当する者の交替が当該業務の遂行上重大な障害となる特別の事情

があるため、当該職員の他の職への降任等により公務の運営に著しい支障が生ずる

こと。 

２ 任命権者は、前項又はこの項の規定により異動期間（これらの規定により延長され

た期間を含む。）が延長された管理監督職を占める職員について、前項各号に掲げる

事由が引き続きあると認めるときは、人事委員会の承認を得て、延長された当該異動

期間の末日の翌日から起算して１年を超えない期間内（当該期間内に定年退職日があ

る職員にあっては、延長された当該異動期間の末日の翌日から定年退職日までの期間 

内。第４項において同じ。）で延長された当該異動期間を更に延長することができる。 

ただし、更に延長される当該異動期間の末日は、当該職員が占める管理監督職に係る

異動期間の末日の翌日から起算して３年を超えることができない。 

３ 任命権者は、第１項の規定により異動期間を延長することができる場合を除き、他

の職への降任等をすべき特定管理監督職群（職務の内容が相互に類似する複数の管理

監督職であって、これらの欠員を容易に補充することができない年齢別構成その他の

特別の事情がある管理監督職として人事委員会規則で定める管理監督職をいう。以下

この項において同じ。）に属する管理監督職を占める職員について、当該特定管理監

督職群に属する管理監督職の属する職制上の段階の標準的な職に係る標準職務遂行能

力及び当該管理監督職についての適性を有すると認められる職員（当該管理監督職に
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係る管理監督職勤務上限年齢に達した職員を除く。）の数が当該管理監督職の数に満

たない等の事情があるため、当該職員の他の職への降任等により当該管理監督職に生

ずる欠員を容易に補充することができず業務の遂行に重大な障害が生ずると認めると

きは、当該職員が占める管理監督職に係る異動期間の末日の翌日から起算して１年を

超えない期間内で当該異動期間を延長し、引き続き当該管理監督職を占めている職員

に当該管理監督職を占めたまま勤務をさせ、又は当該職員を当該管理監督職が属する

特定管理監督職群の他の管理監督職に降任し、若しくは転任することができる。 

４ 任命権者は、第１項若しくは第２項の規定により異動期間（これらの規定により延

長された期間を含む。）が延長された管理監督職を占める職員について前項に規定す

る事由があると認めるとき（第２項の規定により延長された当該異動期間を更に延長

することができるときを除く。）、又は前項若しくはこの項の規定により異動期間（

前３項又はこの項の規定により延長された期間を含む。）が延長された管理監督職を

占める職員について前項に規定する事由が引き続きあると認めるときは、人事委員会

の承認を得て、延長された当該異動期間の末日の翌日から起算して１年を超えない期

間内で延長された当該異動期間を更に延長することができる。 

（異動期間の延長等に係る職員の同意） 

第１０条 任命権者は、前条各項の規定により異動期間を延長する場合及び同条第３項

の規定により他の管理監督職に降任等をする場合には、あらかじめ職員の同意を得な

ければならない。 

（異動期間の延長事由が消滅した場合の措置） 

第１１条 任命権者は、第９条各項の規定により異動期間を延長した場合において、当

該異動期間の末日の到来前に当該異動期間の延長の事由が消滅したときは、他の職へ

の降任等をするものとする。 

第４章 定年前再任用短時間勤務制 

（定年前再任用短時間勤務職員の任用） 

第１２条 任命権者は、年齢６０年に達した日以後に退職（臨時的に任用される職員そ 

の他の法律により任期を定めて任用される職員及び非常勤職員が退職する場合を除く。）  

をした者（以下この条及び次条において「年齢６０年以上退職者」という。）を、従

前の勤務実績その他の人事委員会規則で定める情報に基づく選考により、短時間勤務

の職（当該職を占める職員の１週間当たりの通常の勤務時間が、常時勤務を要する職

でその職務が当該短時間勤務の職と同種の職を占める職員の１週間当たりの通常の勤

務時間に比し短い時間である職をいう。以下この条及び次条において同じ。）に採用

することができる。ただし、年齢６０年以上退職者がその者を採用しようとする短時

間勤務の職に係る定年退職日相当日（短時間勤務の職を占める職員が、常時勤務を要
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する職でその職務が当該短時間勤務の職と同種の職を占めているものとした場合にお

ける定年退職日をいう。）を経過した者であるときは、この限りでない。 

第１３条 任命権者は、前条本文の規定によるほか、県が組織する地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第２８４条第１項の一部事務組合の年齢６０年以上退職者を、従

前の勤務実績その他の人事委員会規則で定める情報に基づく選考により、短時間勤務

の職に採用することができる。 

２ 前項の場合においては、前条ただし書の規定を準用する。 

第５章 雑則 

第１４条 この条例の実施に関し必要な事項は、人事委員会規則で定める。 

附則に次の５項を加える。 

（定年に関する経過措置） 

７ 令和５年４月１日から令和１３年３月３１日までの間における第３条の規定の適用 

については、次の表の左欄に掲げる期間の区分に応じ、同条中「６５年」とあるのは、

それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

令和５年４月１日から令和７年３月３１日まで  ６１年 

令和７年４月１日から令和９年３月３１日まで  ６２年 

令和９年４月１日から令和１１年３月３１日まで ６３年 

令和１１年４月１日から令和１３年３月３１日まで６４年 

８ 令和５年４月１日から令和１３年３月３１日までの間における地方公務員法の一部

を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例（令和４年熊本県条例第 

 号。以下この項から附則第１０項までにおいて「令和４年改正条例」という。）第

１条の規定による改正前の第３条第１号に掲げる職員に相当する職員に対する第３条

の規定の適用については、前項の規定にかかわらず、次の表の左欄に掲げる期間の区

分に応じ、同条中「６５年」とあるのは、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

令和５年４月１日から令和１３年３月３１日まで ６５年 

９ 令和５年４月１日から令和１３年３月３１日までの間における令和４年改正条例第

１条の規定による改正前の第３条第２号に掲げる職員に相当する職員に対する第３条

の規定の適用については、第７項の規定にかかわらず、次の表の左欄に掲げる期間の

区分に応じ、第３条中「６５年」とあるのは、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とす

る。 

令和５年４月１日から令和１１年３月３１日まで ６３年 

令和１１年４月１日から令和１３年３月３１日まで６４年 

（情報の提供及び勤務の意思の確認） 

１０ 任命権者は、当分の間、職員（臨時的に任用される職員その他の法律により任期
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を定めて任用される職員、非常勤職員及び令和４年改正条例による改正前の第３条第

１号に掲げる職員に相当する職員を除く。以下この項において同じ。）が年齢６０年

に達する日の属する年度の前年度（以下この項において「情報の提供及び勤務の意思

の確認を行うべき年度」という。）（情報の提供及び勤務の意思の確認を行うべき年

度に職員でなかった者で、当該情報の提供及び勤務の意思の確認を行うべき年度の末

日後に採用された職員（異動等により情報の提供及び勤務の意思の確認を行うべき年 

度の末日を経過することとなった職員（以下この項において「末日経過職員」という。） 

を除く。）にあっては当該職員が採用された日から同日の属する年度の末日までの期

間、末日経過職員にあっては当該職員の異動等の日が属する年度（当該日が年度の初

日である場合は、当該年度の前年度））において、当該職員に対し、当該職員が年齢

６０年に達する日以後に適用される任用及び給与に関する措置の内容その他の必要な

情報を提供するものとするとともに、同日の翌日以後における勤務の意思を確認する

よう努めるものとする。 

１１ 熊本県警察本部長は、当分の間、警察法第５６条の２第１項に規定する特定地方

警務官が年齢６０年に達する日の属する年度の前年度において、当該特定地方警務官

に対し、当該特定地方警務官が年齢６０年に達する日以後に適用される任用及び給与

に関する措置の内容その他の必要な情報を提供するものとするとともに、同日の翌日

以後における勤務の意思を確認するよう努めるものとする。 

 （熊本県一般職の職員等の給与に関する条例の一部改正） 

第２条 熊本県一般職の職員等の給与に関する条例（昭和２６年熊本県条例第２号）の一

部を次のように改正する。 

 第５条第３項中「の定める」を「で定める」に改め、同条第４項中「その者」を「当

該職員」に改め、同条第６項中「同項」を「同項前段」に、「その者」を「当該職員」

に改め、同条第１０項を次のように改める。 

１０ 法第２２条の４第１項又は第２２条の５第１項の規定により採用された職員（以

下「定年前再任用短時間勤務職員」という。）の給料月額は、当該定年前再任用短時

間勤務職員に適用される給料表の定年前再任用短時間勤務職員の項に掲げる基準給料

月額のうち、第１項の規定により当該定年前再任用短時間勤務職員の属する職務の級

に応じた額に、熊本県職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年熊本県条例第

１３号。以下「勤務時間条例」という。）第２条第３項の規定により定められた当該

定年前再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得

た数を乗じて得た額とする。 

 第５条の２を削る。 

第１０条第１項第１号及び第２号中「以下」の次に「この条において」を加え、同条
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第３項第１号中「算出したその者」を「算出した当該職員」に改め、「相当する額（以

下」の次に「この号及び次項において」を加え、同号ただし書中「以下」の次に「この

号及び第３号において」を加え、「その者」を「当該職員」に改め、同項第２号中「再

任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め、同項第３号中「その

者」を「当該職員」に改め、同条第４項中「交通機関等（以下」を「交通機関等（第１

号及び次項において」に、「。以下」を「。第１号及び次項において」に改め、同項第

１号中「算出したその者」を「算出した当該職員」に改め、同号ただし書中「以下」の

次に「この号において」を加え、「その者」を「当該職員」に改める。 

第１３条第１項中「場合は」を「場合には」に改め、同条第２項中「再任用短時間勤

務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め、同条第５項中「（第２項の規定に

より読み替えて適用する場合を含む。）」を削り、同項第１号中「場合は」を「場合に

は」に改め、同条第６項第１号中「場合は」を「場合には」に改める。 

第１５条の５第２項中「第１５条の６」を「第１５条の６第２項各号」に、「その者」

を「当該職員」に改め、同条第３項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」

に改める。 

第１５条の６第１項中「この条」を「この項から第３項まで」に、「その者」を「当

該職員」に改め、同条第２項第１号及び第２号中「再任用職員」を「定年前再任用短時

間勤務職員」に改める。 

第１５条の７第１項中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」

に改める。 

第１５条の８の２第１項中「第７条の３」を「第５条第２項から第９項まで、第７条

の３」に、「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

附則第２項中「取扱」を「取扱い」に改める。 

附則に次の１０項を加える。 

１２ 当分の間、職員の給料月額は、当該職員が６０歳に達した日後における最初の４

月１日（附則第１４項及び第１６項において「特定日」という。）以後、当該職員に

適用される給料表の給料月額のうち、第５条第１項の規定により当該職員の属する職

務の級並びに同条第２項、第３項、第５項及び第６項の規定により当該職員の受ける

号給に応じた額に１００分の７０を乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数を生

じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１

００円に切り上げるものとする。）とする。 

１３ 前項の規定は、次に掲げる職員には適用しない。 

( 1 ) 臨時的に任用される職員その他の法律により任期を定めて任用される職員及び

非常勤職員 
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( 2 ) 地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条

例（令和４年熊本県条例第 号）第１条の規定による改正前の熊本県職員等の定年

等に関する条例（昭和５９年熊本県条例第２号）第３条第１号に掲げる職員に相当

する職員 

( 3 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条第１項又は第２項の規定により同条

第１項に規定する異動期間（同項又は同条第２項の規定により延長された期間を含

む。）を延長された同条例第６条各号に掲げる職を占める職員 

( 4 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第４条第１項又は第２項の規定により勤務

している職員（同条例第２条に規定する定年退職日において前項の規定が適用され

ていた職員を除く。） 

１４ 法第２８条の２第４項に規定する他の職への降任等をされた職員であって、当該

他の職への降任等をされた日（以下この項及び附則第１８項において「異動日」とい

う。）の前日から引き続き同一の給料表の適用を受ける職員のうち、特定日に附則第

１２項の規定により当該職員の受ける給料月額（以下この項及び附則第１６項におい

て「特定日給料月額」という。）が異動日の前日に当該職員が受けていた給料月額に

１００分の７０を乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこれを

切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１００円に切り上げ

るものとする。以下この項において「基礎給料月額」という。）に達しないこととな

る職員（人事委員会規則で定める職員を除く。）には、当分の間、特定日以後、附則

第１２項の規定により当該職員の受ける給料月額のほか、基礎給料月額と特定日給料

月額との差額に相当する額を給料として支給する。 

１５ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が第５条第１項の規定により当該職員の属する職務の級における最高の号給の給

料月額を超える場合における前項の規定の適用については、同項中「基礎給料月額と

特定日給料月額」とあるのは、「第５条第１項の規定により当該職員の属する職務の

級における最高の号給の給料月額と当該職員の受ける給料月額」とする。 

１６ 警察法第５６条の４第１項の規定による任命により職員となった者のうち、特定

日給料月額が、当該任命をされた日の前日に当該職員が適用を受けていた一般職の職

員の給与に関する法律（昭和２５年法律第９５号）第６条に規定する公安職俸給表に

定められる俸給月額に１００分の７０を乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数

を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれ 

を１００円に切り上げるものとする。以下この項において「基礎俸給月額」という。） 

に達しないこととなる職員（人事委員会規則で定める職員を除く。）には、当分の間、 

特定日以後、附則第１２項の規定により当該職員の受ける給料月額のほか、基礎俸給
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月額と特定日給料月額との差額に相当する額を給料として支給する。 

１７ 附則第１５項の規定は、前項の規定の適用について準用する。この場合において、 

附則第１５項中「前項」とあるのは「附則第１６項」と、「基礎給料月額」とあるの

は「基礎俸給月額」と読み替えるものとする。 

１８ 異動日の前日から引き続き給料表の適用を受ける職員（附則第１２項の規定の適

用を受ける職員に限り、附則第１４項に規定する職員を除く。）であって、同項の規

定による給料を支給される職員との権衡上必要があると認められる職員には、当分の

間、当該職員の受ける給料月額のほか、人事委員会規則で定めるところにより、附則

第１４項及び第１５項の規定に準じて算出した額を給料として支給する。 

１９ 附則第１４項、第１６項又は前項の規定による給料を支給される職員以外の附則

第１２項の規定の適用を受ける職員であって、任用の事情を考慮して当該給料を支給

される職員との権衡上必要があると認められる職員には、当分の間、当該職員の受け

る給料月額のほか、人事委員会規則で定めるところにより、附則第１４項から前項ま

での規定に準じて算出した額を給料として支給する。 

２０ 附則第１４項、第１６項又は前２項の規定による給料を支給される職員に対する

第１５条の５第５項（第１５条の６第４項において準用する場合を含む。）の規定の

適用については、第１５条の５第５項中「給料月額」とあるのは、「給料月額と附則

第１４項、第１６項、第１８項又は第１９項の規定による給料の額との合計額」とす

る。 

２１ 附則第１２項から前項までに定めるもののほか、附則第１２項の規定による給料

月額、附則第１４項の規定による給料その他附則第１２項から前項までの規定の施行

に関し必要な事項は、人事委員会規則で定める。 

別表第１再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職

員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

 

 

 

 

別表第２再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職

員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

 

 

 

 

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円

187,700 215,200 255,200 274,600 289,700 315,100 356,800 389,900 441,000

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円

241,500 253,200 257,300 288,600 305,100 319,200 342,800 377,900 409,500

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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別表第３再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職

員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

 

 

 

 

別表第４アの表再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間

勤務職員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

 

 

 

 

別表第４イの表再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間

勤務職員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

 

 

 

 

 別表第４ウの表再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間

勤務職員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

 

 

 

 

 （熊本県職員の分限に関する条例の一部改正） 

第３条 熊本県職員の分限に関する条例（昭和２６年熊本県条例第４４号）の一部を次の

ように改正する。 

 第２条中「次条」を「以下この条、次条」に、「とする」を「並びに法第２８条の２

第１項に規定する降給（同項本文の規定による他の職への転任により現に属する職務の

級より同一の給料表の下位の職務の級に分類されている職務を遂行することとなった場

合において、降格することをいう。）とする」に改める。 

 第３条中「降任された」を「降任により現に属する職務の級より同一の給料表の下位

の職務の級に分類されている職務を遂行することとなった」に、「該当する場合におい

て」を「該当し」に、「ときは」を「場合は」に改める。 

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

217,500 258,700 283,500 325,900 384,400

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円

296,200 338,600 393,000 466,000

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円 円

188,700 215,300 243,500 256,900 282,100 322,800 365,000

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円

235,100 255,400 262,600 272,800 289,100 326,200

定年
前再
任用
短時
間勤
務職
員
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 附則を附則第１項とし、同項に見出しとして「（施行期日）」を付し、附則に次の見

出し及び２項を加える。 

（経過措置） 

２ 熊本県一般職の職員等の給与に関する条例（昭和２６年熊本県条例第２号）附則第

１２項若しくは熊本県立学校職員の給与に関する条例（昭和２９年熊本県条例第１９

号）附則第１４項に規定する措置又は規則その他の規程で定める法附則第２６項の給

与に関する特例措置により降給をする場合における第２条の規定の適用については、

当分の間、第２条中「とする」とあるのは「並びに熊本県一般職の職員等の給与に関

する条例（昭和２６年熊本県条例第２号）附則第１２項若しくは熊本県立学校職員の

給与に関する条例（昭和２９年熊本県条例第１９号）附則第１４項に規定する措置又

は規則その他の規程で定める法附則第２６項の給与に関する特例措置による降給とす

る」とする。 

３ 第５条第２項の規定は、前項に規定する場合には、適用しない。この場合において、 

当該職員には、人事委員会規則の規定により、前項の措置又は給与に関する特例措置

により給料月額が異動することとなった旨の通知を行うものとする。 

（熊本県職員の懲戒に関する条例の一部改正） 

第４条 熊本県職員の懲戒に関する条例（昭和２６年熊本県条例第４５号）の一部を次の

ように改正する。 

第４条中「、給料」を「の期間、その発令の日に受ける給料の額」に、「１０分の１

以下」を「１０分の１以下に相当する額」に改め、同条に後段として次のように加える。 

この場合において、その減ずる額が現に受ける給料の額の１０分の１に相当する額

を超えるときは、当該額を減ずるものとする。 

（熊本県職員等退職手当支給条例の一部改正） 

第５条 熊本県職員等退職手当支給条例（昭和２８年熊本県条例第５６号）の一部を次の

ように改正する。 

第２条第１項中「及び地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法」という。） 

第２８条の４第１項、第２８条の５第１項又は第２８条の６第１項若しくは第２項の規

定により採用された者」を削り、同条第２項中「含む。」の次に「第１０条第２項にお

いて「勤務日数」という。」を、「１８日」の次に「（１月間の日数（熊本県の休日を

定める条例（平成元年熊本県条例第１０号）第１条第１項各号に掲げる日の日数は、算

入しない。）が２０日に満たない日数の場合には、１８日から２０日と当該日数との差 

に相当する日数を減じた日数。第１０条第２項において「職員等みなし日数」という。）」 

を加え、同項ただし書中「法」を「地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「 

法」という。）」に改め、同条第３項を削る。 
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第２条の３第２項中「第６条の４」を「第６条の５」に改める。 

第２条の４中「第５条の２」を「第５条の３の２」に、「並びに第６条及び第６条の

２」を「及び第６条から第６条の３まで」に、「第６条の３」を「第６条の４」に改め

る。 

第４条第１項中「第２８条の２第１項」を「第２８条の６第１項」に、「第２８条の

３第１項」を「第２８条の７第１項」に改める。 

第５条第１項中「第２８条の２第１項」を「第２８条の６第１項」に、「第２８条の

３第１項」を「第２８条の７第１項」に改め、同条第２項中「（前項」を「（同項」に

改める。 

第５条の４を第５条の５とし、第５条の３を第５条の４とする。 

第５条の２中「前条第１項」を「第５条第１項」に、「１０年」を「１５年」に、「 

同項の規定の適用については、同項中「退職日給料月額」とあるのは、「退職日給料月

額及び当該退職日給料月額に退職の日において定められているその者に係る定年と退職

の日以後の最初の３月３１日におけるその者の年齢との差に相当する年数１年につき１

００分の３を乗じて得た額の合計額」」を「同項及び前条第１項の規定の適用について

は、次の表の左欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲

げる字句に読み替えるもの」に改め、同条に次の表を加える。 

読み替える規定 読み替えられる字句 読み替える字句 

第５条第１項 

 

退職日給料月額 
 

退職日給料月額及び当該退職日

給料月額に退職の日において定

められているその者に係る定年

と退職の日以後の最初の３月３

１日におけるその者の年齢との

差に相当する年数１年につき１

００分の３を乗じて得た額の合

計額 

第５条の２第１

項第１号 

及び特定減額前給料月額 並びに特定減額前給料月額及び

特定減額前給料月額に退職の日

において定められているその者

に係る定年と退職の日以後の最

初の３月３１日におけるその者

の年齢との差に相当する年数１

年につき１００分の３を乗じて

得た額の合計額 
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第５条の２第１

項第２号 

退職日給料月額に、 退職日給料月額及び退職日給料

月額に退職の日において定めら

れているその者に係る定年と退

職の日以後の最初の３月３１日

におけるその者の年齢との差に

相当する年数１年につき１００

分の３を乗じて得た額の合計額

に、 

第５条の２第１

項第２号イ 

前号に掲げる額 その者が特定減額前給料月額に

係る減額日のうち最も遅い日の

前日に現に退職した理由と同一

の理由により退職したものと

し、かつ、その者の同日までの

勤続期間及び特定減額前給料月

額を基礎として、前３条の規定

により計算した場合の退職手当

の基本額に相当する額 

第５条の２を第５条の３とし、同条の次に次の１条を加える。 

（特定任命により職員等となった後に退職した者に関する準用規定） 

第５条の３の２ 第５条の２（前条において読み替えて適用する場合を含む。）の規定

は、特定任命により職員等となった後に退職した者について準用する。この場合にお

いて、第５条の２中「退職した者（警察法（昭和２９年法律第１６２号）第５６条の

４第１項の規定による任命（第５条の３の２及び附則第４０項において「特定任命」

という。）により職員等となった後に退職した者及び附則第４３項第１号に掲げる職

員等として退職した者を除く。）」とあるのは「特定任命（警察法（昭和２９年法律

第１６２号）第５６条の４第１項の規定による任命をいう。）により職員等となった

後に退職した者」と、「給料月額の減額改定（給料月額の改定をする条例が制定され

た場合において、当該条例による改定により当該改定前に受けていた給料月額が減額

されることをいう。」とあるのは「俸給月額の減額改定（国家公務員退職手当法（昭

和２８年法律第１８２号）第５条の２に規定されている俸給月額の減額改定をいう。」

と、「給料月額が減額されたことがある場合」とあるのは「俸給月額が減額されたこ

とがある場合（特定任命を受けたことにより、特定任命前の俸給月額よりも低い給料

月額を支給されることとなった場合を含む。）」と、「給料月額のうち」とあるのは

「俸給月額のうち」と、同条並びに前条の表第５条の２第１項第１号の項及び第５条 

の２第１項第２号イの項中「特定減額前給料月額」とあるのは「特定減額前俸給月額」
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と読み替えるものとする。 

第５条の次に次の１条を加える。 

（一定の年齢に達した場合の退職手当の基本額に係る特例） 

第５条の２ 退職した者（警察法（昭和２９年法律第１６２号）第５６条の４第１項の

規定による任命（第５条の３の２及び附則第４０項において「特定任命」という。）

により職員等となった後に退職した者及び附則第４３項第１号に掲げる職員等として

退職した者を除く。）の基礎在職期間のうち規則で定める期間中に、給料月額の減額

改定（給料月額の改定をする条例が制定された場合において、当該条例による改定に

より当該改定前に受けていた給料月額が減額されることをいう。以下同じ。）以外の

理由によりその者の給料月額が減額されたことがある場合において、当該理由が生じ

た日（以下「減額日」という。）における当該理由により減額されなかったものとし 

た場合のその者の給料月額のうち最も多いもの（以下「特定減額前給料月額」という。）  

が、退職日給料月額よりも多いときは、その者に対する退職手当の基本額は、前３条

の規定にかかわらず、次の各号に掲げる額の合計額とする。 

( 1 ) その者が特定減額前給料月額に係る減額日のうち最も遅い日の前日に現に退職

した理由と同一の理由により退職したものとし、かつ、その者の同日までの勤続期

間及び特定減額前給料月額を基礎として、前３条の規定により計算した場合の退職

手当の基本額に相当する額 

( 2 ) 退職日給料月額に、アに掲げる割合からイに掲げる割合を控除した割合を乗じ

て得た額 

ア その者に対する退職手当の基本額が前３条の規定により計算した額であるもの

とした場合における当該退職手当の基本額の退職日給料月額に対する割合 

イ 前号に掲げる額の特定減額前給料月額に対する割合 

２ 前項の「基礎在職期間」とは、その者に係る退職（この条例その他の条例の規定に

より、この条例の規定による退職手当を支給しないこととしている退職を除く。）の

日以前の期間のうち、次の各号に掲げる在職期間に該当するもの（当該期間中にこの

条例の規定による退職手当の支給を受けたこと又は第７条第５項に規定する職員等以

外の地方公務員等若しくは同項第４号に規定する特定一般地方独立行政法人等職員と

して退職したことにより退職手当（これに相当する給与を含む。）の支給を受けたこ

とがある場合におけるこれらの退職手当に係る退職の日以前の期間及び第７条第７項

の規定により職員等としての引き続いた在職期間の全期間が切り捨てられたこと又は

第１２条第１項若しくは第１４条第１項の規定により一般の退職手当等（一般の退職

手当及び第９条の規定による退職手当をいう。以下同じ。）の全部を支給しないこと

とする処分を受けたことにより一般の退職手当等の支給を受けなかったことがある場 
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 合における当該一般の退職手当等に係る退職の日以前の期間（これらの退職の日に職 

  員等、第７条第５項に規定する職員等以外の地方公務員等又は同項第４号に規定する 

特定一般地方独立行政法人等職員となったときは、当該退職の日前の期間）を除く。） 

をいう。 

( 1 ) 職員等としての引き続いた在職期間 

( 2 ) 第７条第５項の規定により職員等としての引き続いた在職期間に含むものとさ 

れた職員等以外の地方公務員等としての引き続いた在職期間 

( 3 ) 第７条第５項第１号に規定する再び職員等となった者の同号に規定する職員等

以外の地方公務員等としての引き続いた在職期間 

( 4 ) 第７条第５項第２号に規定する場合における先の職員等以外の地方公務員とし

ての引き続いた在職期間、特定一般地方独立行政法人職員又は特定地方公社職員と

しての引き続いた在職期間及び後の職員等以外の地方公務員としての引き続いた在

職期間 

( 5 ) 第７条第５項第３号に規定する場合における先の職員等以外の地方公務員等と

しての引き続いた在職期間、特定公庫等職員としての引き続いた在職期間及び後の

職員等以外の地方公務員等としての引き続いた在職期間 

( 6 ) 第７条第５項第４号に規定する場合における特定一般地方独立行政法人等職員

としての引き続いた在職期間及び職員等以外の地方公務員としての引き続いた在職

期間 

( 7 ) 第７条第５項第５号に規定する場合における特定公庫等職員としての引き続い

た在職期間及び国家公務員としての引き続いた在職期間 

( 8 ) 第７条第５項第６号に規定する再び職員等となった者の同号に規定する特定一

般地方独立行政法人等職員としての引き続いた在職期間及び職員等以外の地方公務

員としての引き続いた在職期間 

( 9 ) 第７条第５項第７号に規定する再び職員等となった者の同号に規定する特定公

庫等職員としての引き続いた在職期間及び国家公務員としての引き続いた在職期間 

(10) 第７条第６項に規定する場合における先の職員等以外の地方公務員としての引

き続いた在職期間、特定一般地方独立行政法人職員としての引き続いた在職期間及

び後の職員等以外の地方公務員としての引き続いた在職期間 

(11) 第８条第１項に規定する再び職員等となった者の同項に規定する特定一般地方

独立行政法人等職員としての引き続いた在職期間 

(12) 第８条第２項に規定する場合における特定一般地方独立行政法人等職員として

の引き続いた在職期間 

(13) 第８条第３項第１号に規定する再び職員等となった者の同号に規定する先の特
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定一般地方独立行政法人等職員としての引き続いた在職期間、職員等以外の地方公

務員としての引き続いた在職期間及び後の特定一般地方独立行政法人等職員として

の引き続いた在職期間 

(14) 第８条第３項第２号に規定する再び職員等となった者の同号に規定する先の特

定公庫等職員としての引き続いた在職期間、国家公務員としての引き続いた在職期

間及び後の特定公庫等職員としての引き続いた在職期間 

(15) 第８条第３項第３号に規定する場合における職員等以外の地方公務員としての

引き続いた在職期間及び特定一般地方独立行政法人等職員としての引き続いた在職

期間 

(16) 第８条第３項第４号に規定する場合における国家公務員としての引き続いた在

職期間及び特定公庫等職員としての引き続いた在職期間 

(17) 第８条第３項第５号に規定する場合における先の特定一般地方独立行政法人等

職員としての引き続いた在職期間、職員等以外の地方公務員としての引き続いた在

職期間及び後の特定一般地方独立行政法人等職員としての引き続いた在職期間 

(18) 第８条第３項第６号に規定する場合における先の特定公庫等職員としての引き

続いた在職期間、国家公務員としての引き続いた在職期間及び後の特定公庫等職員

としての引き続いた在職期間 

(19) 前各号に掲げる期間に準ずるものとして知事が別に定める在職期間 

第６条の４第１項中「、第５条」の次に「、第５条の２（第５条の３の２において読

み替えて準用する場合を含む。）」を加え、同条を第６条の５とする。 

第６条の３第１項中「、その者の基礎在職期間」の次に「（第５条の２第２項に規定

する基礎在職期間をいう。以下同じ。）」を加え、「除く。以下」を「除く。第７条第

４項において」に改め、「額（以下」の次に「この項及び第５項において」を加え、同 

条第２項を削り、同条第３項中「（前項に規定する基礎在職期間をいう。以下同じ。）」 

を削り、「前項第２号」を「第５条の２第２項第２号」に、「第１項」を「前項」に改

め、同項を同条第２項とし、同条中第４項から第６項までを１項ずつ繰り上げ、同条を

第６条の４とする。 

第６条の２中「第５条の２に」を「第５条の３に」に、「前条」を「前２条」に、「 

同条中「第３条から第５条まで」とあるのは「第５条の２の規定により読み替えて適用

する第５条」と、「退職日給料月額」とあるのは「退職日給料月額及び退職日給料月額

に退職の日において定められているその者に係る定年と退職の日以後の最初の３月３１

日におけるその者の年齢との差に相当する年数１年につき１００分の３を乗じて得た額

の合計額」と、「これらの」とあるのは「第５条の２の規定により読み替えて適用する

第５条の」」を「次の表の左欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同
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表の右欄に掲げる字句に読み替えるもの」に改め、同条に次の表を加える。 

読み替える規定 読み替えられる字句 読み替える字句 

第６条 第３条から第５条まで 第５条の３の規定により読み

替えて適用する第５条 

 退職日給料月額 退職日給料月額及び当該退職

日給料月額に退職の日におい

て定められているその者に係

る定年と退職の日以後の最初

の３月３１日におけるその者

の年齢との差に相当する年数

１年につき１００分の３を乗

じて得た額の合計額 

 これらの 第５条の３の規定により読み

替えて適用する第５条の 

第６条の２ 第５条の２第１項（ 第５条の３の規定により読み

替えて適用する第５条の２第

１項（ 

同項第２号イ 第５条の３の規定により読み

替えて適用する同項第２号イ 

同項の 第５条の３の規定により読み

替えて適用する同項の 

第６条の２第１号 特定減額前給料月額（第

５条の３の２において読

み替えて準用する場合に

あっては、特定減額前俸

給月額（同条の規定によ

り読み替えられた第５条

の２に規定する特定減額

前俸給月額をいう。）。

次号において同じ。） 

特定減額前給料月額（第５条

の３の２において読み替えて

準用する場合にあっては、特

定減額前俸給月額（同条の規

定により読み替えられた第５

条の２に規定する特定減額前

俸給月額をいう。）。以下こ

の号及び次号において同じ。）

及び特定減額前給料月額に退

職の日において定められてい

るその者に係る定年と退職の 

日以後の最初の３月３１日に 
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  おけるその者の年齢との差に

相当する年数１年につき１０

０分の３を乗じて得た額の合

計額 

第６条の２第２号 特定減額前給料月額 特定減額前給料月額及び特定

減額前給料月額に退職の日に

おいて定められているその者

に係る定年と退職の日以後の

最初の３月３１日におけるそ

の者の年齢との差に相当する

年数１年につき１００分の３

を乗じて得た額の合計額 

第５条の２第１項第２号

イ 

第５条の３の規定により読み

替えて適用する第５条の２第

１項第２号イ 

及び退職日給料月額 並びに退職日給料月額及び退

職日給料月額に退職の日にお

いて定められているその者に

係る定年と退職の日以後の最

初の３月３１日におけるその

者の年齢との差に相当する年

数１年につき１００分の３を

乗じて得た額の合計額 

当該割合 当該第５条の３の規定により

読み替えて適用する同号イに

掲げる割合 

第６条の２を第６条の３とする。 

第６条の次に次の１条を加える。 

第６条の２ 第５条の２第１項（第５条の３の２において読み替えて準用する場合を含

む。以下この条において同じ。）の規定により計算した退職手当の基本額が次の各号

に掲げる同項第２号イ（第５条の３の２において読み替えて準用する場合を含む。以

下この条において同じ。）に掲げる割合の区分に応じ当該各号に定める額を超えると

きは、同項の規定にかかわらず、当該各号に定める額をその者の退職手当の基本額と
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する。 

( 1 ) ６０以上 特定減額前給料月額（第５条の３の２において読み替えて準用する

場合にあっては、特定減額前俸給月額（同条の規定により読み替えられた第５条の

２に規定する特定減額前俸給月額をいう。）。次号において同じ。）に６０を乗じ

て得た額 

( 2 ) ６０未満 特定減額前給料月額に第５条の２第１項第２号イに掲げる割合を乗

じて得た額及び退職日給料月額に６０から当該割合を控除した割合を乗じて得た額

の合計額 

第１０条第２項中「職員等について定められている勤務時間以上勤務した日（法令又

は条例若しくはこれに基づく人事委員会規則により、勤務を要しないこととされ、又は 

休暇を与えられた日を含む。）」を「勤務日数」に、「１８日」を「職員等みなし日数」 

に改め、同条第４項中「、当該退職後」を「当該退職後」に、「」とする」を「」とし、

当該退職の日後に事業（その実施期間が３０日未満のものその他規則で定めるものを除

く。）を開始した職員等その他これに準ずるものとして規則で定める職員等が規則で定

めるところにより、知事にその旨を申し出たときは、当該事業の実施期間（当該実施期

間の日数が４年から第１項及びこの項の規定により算定される期間の日数を除いた日数

を超える場合における当該超える日数を除く。）は、第１項及びこの項の規定による期

間に算入しない」に改め、同条第１１項第５号中「第４条第８項」を「第４条第９項」

に改める。 

第１４条第１項第２号及び第３号中「再任用職員に対する免職処分」を「定年前再任

用短時間勤務職員に対する免職処分」に改める。 

第１５条第１項中「にあっては」を「には」に改め、同項第２号及び第３号中「再任

用職員に対する免職処分」を「定年前再任用短時間勤務職員に対する免職処分」に改め

る。 

第１７条第１項中「。以下この条」を「。以下この項から第６項まで」に、「にあっ 

ては」を「には」に改め、同条第２項から第４項までの規定中「にあっては」を「には」 

に改め、同条第５項中「再任用職員に対する免職処分」を「定年前再任用短時間勤務職

員に対する免職処分」に、「にあっては」を「には」に改める。 

第２０条中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

附則第１項中「因る」を「よる」に改める。 

附則第２９項中「第５条の２」を「第５条の３の２まで及び附則第４１項から第４７

項」に、「第６条の４第１項」を「第６条の５第１項」に改める。 

附則第３０項中「同項」の次に「又は第５条の２（第５条の３の２において読み替え

て準用する場合を含む。）及び附則第４４項」を加える。 
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附則第３１項中「第５条」の次に「又は附則第４２項」を加える。 

附則第３４項本文中「附則第１１条」を「附則第１３条」に改める。 

附則第３８項中「平成３４年３月３１日」を「令和７年３月３１日」に改める。 

附則に次の８項を加える。 

４０ 特定任命により職員等となった後に退職した者の基礎在職期間中に俸給月額の減

額改定（第５条の３の２の規定により読み替えられた第５条の２に規定する俸給月額

の減額改定をいう。）によりその者の俸給月額が減額されたことがある場合において、

その者の減額後の俸給月額が減額前の俸給月額に達しない場合にその差額に相当する

額を支給することとする法令又はこれに準ずる給与の支給の基準の適用を受けたこと

があるときは、この条例の規定による俸給月額には、当該差額を含まないものとする。 

４１ 当分の間、第４条第１項の規定は、１１年以上２５年未満の期間勤続した者であ

って、６０歳に達した日以後その者の非違によることなく退職した者（定年の定めの

ない職を退職した者及び同項又は同条第２項の規定に該当する者を除く。）に対する

退職手当の基本額について準用する。この場合における第３条の規定の適用について

は、同条第１項中「又は第５条」とあるのは、「、第５条又は附則第４１項」とする。 

４２ 当分の間、第５条第１項の規定は、２５年以上の期間勤続した者であって、６０

歳に達した日以後その者の非違によることなく退職した者（定年の定めのない職を退

職した者及び同条第１項又は第２項の規定に該当する者を除く。）に対する退職手当

の基本額について準用する。この場合における第３条の規定の適用については、同条

第１項中「又は第５条」とあるのは、「、第５条又は附則第４２項」とする。 

４３ 前２項の規定は、次に掲げる職員等が退職した場合に支給する退職手当の基本額

については適用しない。 

( 1 )  地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条

例（令和４年熊本県条例第 号）第１条の規定による改正前の熊本県職員等の定年

等に関する条例（昭和５９年熊本県条例第２号）第３条第１号に掲げる職員に相当

する職員等 

( 2 ) 給与その他の処遇の状況が前号に掲げる職員等に類する職員等として規則で定

める職員等 

４４ 熊本県一般職の職員等の給与に関する条例（昭和２６年熊本県条例第２号）附則

第１２項、熊本県立学校職員の給与に関する条例（昭和２９年熊本県条例第１９号）

附則第１４項及び熊本県市町村立学校職員の給与に関する条例（昭和２９年熊本県条

例第２０号）附則第９項の規定による職員等の給料月額の改定は、給料月額の減額改

定に該当しないものとする。 

４５ 当分の間、第５条の３及び第６条の３の規定の適用については、第５条の３中「 



 22 

定年退職日の属する年の前年の３月３１日」とあるのは「定年（附則第４３項各号に

掲げる職員以外の者にあっては６０歳とし、同項第１号に掲げる職員にあっては６５

歳とし、同項第２号に掲げる職員にあっては規則で定める年齢とする。）に達する日

以後における最初の３月３１日の属する年の前年の３月３１日」と、第５条の３の表

第５条第１項の項、第５条の２第１項第１号の項及び第５条の２第１項第２号の項並

びに第６条の３の表第６条の項、第６条の２第１号の項及び第６条の２第２号の項中

「その者に係る定年と退職の日以後の最初の３月３１日におけるその者の年齢との差

に相当する年数１年につき」とあるのは「その者に係る定年（附則第４３項各号に掲

げる職員以外の者にあっては６０歳とし、同項第１号に掲げる職員にあっては６５歳

とし、同項第２号に掲げる職員にあっては規則で定める年齢とする。）と退職の日以

後の最初の３月３１日におけるその者の年齢との差に相当する年数１年につき」とす

る。 

４６ 当分の間、第５条第１項（２５年以上勤続し、法律の規定に基づく任期を終えて

退職した者及び勤務公署の移転により退職した者であって任命権者が知事の承認を得

たものを除く。）に規定する者に対する第５条の３の規定の適用については、同条中

「１５年」とあるのは、「１０年」とするほか、次の表の左欄に掲げる者の区分に応

じ、第５条の３の表以外の部分中「退職の日において定められているその者に係る定

年」とあるのは、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

附則第４３項各号に掲げる職員以外の者 ６０歳 

附則第４３項第１号に掲げる職員 ６５歳 

附則第４３項第２号に掲げる職員 規則で定める年齢 

４７ 当分の間、次の各号のいずれかに掲げる者であって前項の表の左欄に掲げる者（ 

附則第４３項第１号に掲げる職員を除く。）が同表の右欄に掲げる年齢に達する日以

後における最初の３月３１日の属する年の前年の４月１日から定年退職日の属する年

の前年の３月３１日までに退職したときにおける第５条の３及び第６条の３の規定の

適用については、前２項の規定にかかわらず、第５条の３の表第４条第１項及び第５

条第１項の項、第５条の２第１項第１号の項及び第５条の２第１項第２号の項並びに

第６条の３の表第６条の項、第６条の２第１号の項及び第６条の２第２号の項中「１

００分の３」とあるのは、「１００分の２を退職の日において定められているその者

に係る定年と退職の日以後の最初の３月３１日におけるその者の年齢との差に相当す

る年数で除して得た割合」とする。 

( 1 ) 職制若しくは定数の改廃又は予算の減少により廃職又は過員を生ずることによ

り退職した者であって任命権者が知事の承認を得たもの 

( 2 ) 公務上の傷病又は死亡により退職した者 
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（熊本県立学校職員の給与に関する条例の一部改正） 

第６条 熊本県立学校職員の給与に関する条例（昭和２９年熊本県条例第１９号）の一部

を次のように改正する。 

第３条中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

第６条第４項中「その者」を「当該職員」に改め、同条第６項中「同項」を「同項前 

段」に、「その者」を「当該職員」に改め、同条第１０項を次のように改める。 

 １０ 法第２２条の４第１項又は第２２条の５第１項の規定により採用された職員（以

下「定年前再任用短時間勤務職員」という。）の給料月額は、当該定年前再任用短時

間勤務職員に適用される給料表の定年前再任用短時間勤務職員の項に掲げる基準給料

月額のうち、第１項の規定により当該定年前再任用短時間勤務職員の属する職務の級

に応じた額に、熊本県職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年熊本県条例第

１３号。以下「勤務時間条例」という。）第２条第３項の規定により定められた当該

定年前再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得

た数を乗じて得た額とする。 

第６条の２を削る。 

第１１条第１項第１号及び第２号中「以下」の次に「この条において」を加え、同条

第３項第１号中「算出したその者」を「算出した当該職員」に改め、「相当する額（以

下」の次に「この号及び次項において」を加え、同号ただし書中「以下」の次に「この

号及び第３号において」を加え、「その者」を「当該職員」に改め、同項第２号中「再

任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め、同項第３号中「その

者」を「当該職員」に改め、同条第４項中「交通機関等（以下」を「交通機関等（第１

号及び次項において」に、「。以下」を「。第１号及び次項において」に改め、同項第

１号中「算出したその者」を「算出した当該職員」に改め、同号ただし書中「以下」の

次に「この号において」を加え、「その者」を「当該職員」に改める。 

第１６条第２項中「その者」を「当該職員」に改め、同条第３項中「再任用職員」を

「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

第１７条第１項中「この条」を「この項から第３項まで」に、「その者」を「当該職

員」に改め、同条第２項第１号及び第２号中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤

務職員」に改める。 

第１７条の２第２項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

第１８条中「第８条の３」を「第６条第２項から第９項まで、第８条の３」に、「再

任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

附則第９項中「給与取扱」を「給与の取扱い」に改める。 

附則に次の８項を加える。 
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１４ 当分の間、職員の給料月額は、当該職員が６０歳に達した日後における最初の４

月１日（附則第１６項において「特定日」という。）以後、当該職員に適用される給

料表の給料月額のうち、第６条第１項の規定により当該職員の属する職務の級並びに

同条第２項、第３項、第５項及び第６項の規定により当該職員の受ける号給に応じた

額に１００分の７０を乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこ

れを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１００円に切り

上げるものとする。）とする。 

１５ 前項の規定は、次に掲げる職員には適用しない。 

( 1 ) 臨時的に任用される職員その他の法律により任期を定めて任用される職員及び

非常勤職員 

( 2 ) 地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条

例（令和４年熊本県条例第 号）第１条の規定による改正前の熊本県職員等の定年

等に関する条例（昭和５９年熊本県条例第２号）第３条第１号に掲げる職員に相当

する職員 

( 3 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条第１項又は第２項の規定により同条 

第１項に規定する異動期間（同項又は同条第２項の規定により延長された期間を含

む。）を延長された同条例第６条各号に掲げる職を占める職員 

( 4 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第４条第１項又は第２項の規定により勤務

している職員（同条例第２条に規定する定年退職日において前項の規定が適用され

ていた職員を除く。） 

１６ 法第２８条の２第４項に規定する他の職への降任等をされた職員であって、当該

他の職への降任等をされた日（以下この項及び附則第１８項において「異動日」とい

う。）の前日から引き続き同一の給料表の適用を受ける職員のうち、特定日に附則第

１４項の規定により当該職員の受ける給料月額（以下この項において「特定日給料月

額」という。）が異動日の前日に当該職員が受けていた給料月額に１００分の７０を

乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円

以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１００円に切り上げるものとする。以

下この項において「基礎給料月額」という。）に達しないこととなる職員（人事委員

会規則で定める職員を除く。）には、当分の間、特定日以後、附則第１４項の規定に

より当該職員の受ける給料月額のほか、基礎給料月額と特定日給料月額との差額に相

当する額を給料として支給する。 

１７ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が第６条第１項の規定により当該職員の属する職務の級における最高の号給の給

料月額を超える場合における前項の規定の適用については、同項中「基礎給料月額と



 

 25 

特定日給料月額」とあるのは、「第６条第１項の規定により当該職員の属する職務の

級における最高の号給の給料月額と当該職員の受ける給料月額」とする。 

１８ 異動日の前日から引き続き給料表の適用を受ける職員（附則第１４項の規定の適

用を受ける職員に限り、附則第１６項に規定する職員を除く。）であって、同項の規

定による給料を支給される職員との権衡上必要があると認められる職員には、当分の

間、当該職員の受ける給料月額のほか、人事委員会規則で定めるところにより、附則

第１６項及び前項の規定に準じて算出した額を給料として支給する。 

１９ 附則第１６項又は前項の規定による給料を支給される職員以外の附則第１４項の 

規定の適用を受ける職員であって、任用の事情を考慮して当該給料を支給される職員

との権衡上必要があると認められる職員には、当分の間、当該職員の受ける給料月額

のほか、人事委員会規則で定めるところにより、前３項の規定に準じて算出した額を

給料として支給する。 

２０ 附則第１６項又は前２項の規定による給料を支給される職員に対する第１７条の

３第２項及び第１７条の４第２項の規定の適用については、これらの規定中「給料月

額」とあるのは、「給料月額と附則第１６項、第１８項又は第１９項の規定による給

料の額との合計額」とする。 

２１ 附則第１４項から前項までに定めるもののほか、附則第１４項の規定による給料

月額、附則第１６項の規定による給料その他附則第１４項から前項までの規定の施行

に関し必要な事項は、人事委員会規則で定める。 

別表第１再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職

員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

  

 

 

 

（熊本県市町村立学校職員の給与に関する条例の一部改正） 

第７条 熊本県市町村立学校職員の給与に関する条例（昭和２９年熊本県条例第２０号）

の一部を次のように改正する。 

第３条中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

第６条第３項中「の定める」を「で定める」に改め、同条第４項中「その者」を「当

該職員」に改め、同条第６項中「同項」を「同項前段」に、「その者」を「当該職員」

に改め、同条第１０項を次のように改める。 

１０ 法第２２条の４第１項又は第２２条の５第１項の規定により採用された職員（以

下「定年前再任用短時間勤務職員」という。）の給料月額は、当該定年前再任用短時

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

234,000 274,300 303,000 331,100 415,200

定年前再任用短時間
勤務職員
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間勤務職員に適用される給料表の定年前再任用短時間勤務職員の項に掲げる基準給料

月額のうち、第１項の規定により当該定年前再任用短時間勤務職員の属する職務の級

に応じた額に、熊本県職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年熊本県条例第

１３号。以下「勤務時間条例」という。）第２条第３項の規定により定められた当該

定年前再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得

た数を乗じて得た額とする。 

第６条の２を削る。 

第１６条の２第２項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

附則第８項中「取扱」を「取扱い」に改める。 

附則に次の７項を加える。 

９ 当分の間、職員の給料月額は、当該職員が６０歳に達した日後における最初の４月

１日（附則第１１項において「特定日」という。）以後、当該職員に適用される給料

表の給料月額のうち、第６条第１項の規定により当該職員の属する職務の級並びに同

条第２項、第３項、第５項及び第６項の規定により当該職員の受ける号給に応じた額

に１００分の７０を乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこれ

を切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１００円に切り上

げるものとする。）とする。 

１０ 前項の規定は、次に掲げる職員には適用しない。 

( 1 ) 臨時的に任用される職員その他の法律により任期を定めて任用される職員及び

非常勤職員 

( 2 ) 地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条

例（令和４年熊本県条例第 号）第１条の規定による改正前の熊本県職員等の定年

等に関する条例（昭和５９年熊本県条例第２号）第３条第１号に掲げる職員に相当

する職員 

( 3 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条第１項又は第２項の規定により同条

第１項に規定する異動期間（同項又は同条第２項の規定により延長された期間を含

む。）を延長された同条例第６条各号に掲げる職を占める職員 

( 4 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第４条第１項又は第２項の規定により勤務

している職員（同条例第２条に規定する定年退職日において前項の規定が適用され

ていた職員を除く。） 

１１ 法第２８条の２第４項に規定する他の職への降任等をされた職員であって、当該

他の職への降任等をされた日（以下この項及び附則第１３項において「異動日」とい

う。）の前日から引き続き同一の給料表の適用を受ける職員のうち、特定日に附則第 

９項の規定により当該職員の受ける給料月額（以下この項において「特定日給料月額」 
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という。）が異動日の前日に当該職員が受けていた給料月額に１００分の７０を乗じ

て得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０円以上

１００円未満の端数を生じたときはこれを１００円に切り上げるものとする。以下こ

の項において「基礎給料月額」という。）に達しないこととなる職員（人事委員会規

則で定める職員を除く。）には、当分の間、特定日以後、附則第９項の規定により当

該職員の受ける給料月額のほか、基礎給料月額と特定日給料月額との差額に相当する

額を給料として支給する。 

１２ 前項の規定による給料の額と当該給料を支給される職員の受ける給料月額との合

計額が第６条第１項の規定により当該職員の属する職務の級における最高の号給の給

料月額を超える場合における前項の規定の適用については、同項中「基礎給料月額と

特定日給料月額」とあるのは、「第６条第１項の規定により当該職員の属する職務の

級における最高の号給の給料月額と当該職員の受ける給料月額」とする。 

１３ 異動日の前日から引き続き給料表の適用を受ける職員（附則第９項の規定の適用

を受ける職員に限り、附則第１１項に規定する職員を除く。）であって、同項の規定

による給料を支給される職員との権衡上必要があると認められる職員には、当分の間、

当該職員の受ける給料月額のほか、人事委員会規則で定めるところにより、附則第１

１項及び第１２項の規定に準じて算出した額を給料として支給する。 

１４ 附則第１１項又は前項の規定による給料を支給される職員以外の附則第９項の規

定の適用を受ける職員であって、任用の事情を考慮して当該給料を支給される職員と

の権衡上必要があると認められる職員には、当分の間、当該職員の受ける給料月額の

ほか、人事委員会規則で定めるところにより、前３項の規定に準じて算出した額を給

料として支給する。 

１５ 附則第９項から前項までに定めるもののほか、附則第９項の規定による給料月額、

附則第１１項の規定による給料その他附則第９項から前項までの規定の施行に関し必

要な事項は、人事委員会規則で定める。 

 別表第１再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職

員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。 

 

 

 

 

（熊本県警察職員の懲戒に関する条例の一部改正） 

第８条 熊本県警察職員の懲戒に関する条例（昭和２９年熊本県条例第３５号）の一部を 

次のように改正する。 

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

225,200 271,100 298,100 324,400 405,200

定年前再任用短
時間勤務職員
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第４条中「、給料」を「の期間、その発令の日に受ける給料の額」に、「５分の１以

下」を「５分の１以下に相当する額」に改め、同条に後段として次のように加える。 

この場合において、その減ずる額が現に受ける給料の額の５分の１に相当する額を

超えるときは、当該額を減ずるものとする。 

 （熊本県警察の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正） 

第９条 熊本県警察の職員の特殊勤務手当に関する条例（昭和２９年熊本県条例第４１号） 

の一部を次のように改正する。 

 第３条第２項中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

（熊本県職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正） 

第１０条 熊本県職員の特殊勤務手当に関する条例（昭和３１年熊本県条例第３５号）の

一部を次のように改正する。 

 第２５条の２０中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

 附則に次の１項を加える。 

５ 給与条例附則第１４項、第１６項、第１８項又は第１９項の規定による給料を支給

される職員に対する第２５条の１４第２項の規定の適用については、同項中「給料月

額」とあるのは、「給料月額と給与条例附則第１４項、第１６項、第１８項又は第１

９項の規定による給料の額との合計額」とする。 

（熊本県報酬及び費用弁償条例の一部改正） 

第１１条 熊本県報酬及び費用弁償条例（昭和３２年熊本県条例第１４号）の一部を次の 

ように改正する。 

第１条中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

（熊本県技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正） 

第１２条 熊本県技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例（昭和３２年熊本県条

例第４０号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

 第１６条の見出し中「再任用職員等」を「特定の職員」に改め、同条中「第２８条の

４第１項若しくは第２８条の６第１項の規定により採用された職員又は法第２８条の５

第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

（熊本県職員等退職手当支給条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第１３条 熊本県職員等退職手当支給条例の一部を改正する条例（昭和３７年熊本県条例

第７３号）の一部を次のように改正する。 

附則第５項中「新条例第２条第２項」を「熊本県職員等退職手当支給条例第２条第２

項」に、「、新条例」を「、同条例」に、「新条例第３条」を「同条例第３条」に改め

る。 
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附則第７項中「新条例」を「熊本県職員等退職手当支給条例」に改める。 

（熊本県企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第１４条 熊本県企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和４１年熊本県条例第

４６号）の一部を次のように改正する。 

第２条第１項中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

第１９条の３第１項中「第２８条の４第１項若しくは第２８条の６第１項の規定によ

り採用された職員又は同法第２８条の５第１項の」を「第２２条の４第１項に」に改め

る。 

附則に次の１項を加える。 

６ 当分の間、職員（管理者が定める職員を除く。）の給料月額は、当該職員が６０歳

に達した日後における最初の４月１日以後、管理者が定める額とする。 

 （熊本県市町村立学校職員のへき地手当等に関する条例の一部改正） 

第１５条 熊本県市町村立学校職員のへき地手当等に関する条例（昭和４６年熊本県条例

第４号）の一部を次のように改正する。 

第１条中「第２８条の４第１項、第２８条の５第１項若しくは第２８条の６第１項若

しくは第２項」を「第２２条の４第１項若しくは第２２条の５第１項」に改める。 

（熊本県義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置条例の一部改正） 

第１６条 熊本県義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置条例（昭和４６

年熊本県条例第８１号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

附則を附則第１項とし、同項に見出しとして「（施行期日）」を付し、附則に次の見 

出し及び２項を加える。 

（経過措置） 

２ 県立学校給与条例附則第１６項、第１８項又は第１９項の規定による給料を支給さ

れる職員に対する第３条第１項の規定の適用については、同項中「給料月額」とある

のは、「給料月額と県立学校給与条例附則第１６項、第１８項又は第１９項の規定に

よる給料の額との合計額」とする。 

３ 市町村立学校給与条例附則第１１項、第１３項又は第１４項の規定による給料を支

給される職員に対する第３条第１項の規定の適用については、同項中「給料月額」

とあるのは、「給料月額と市町村立学校給与条例附則第１１項、第１３項又は第１

４項の規定による給料の額との合計額」とする。 

（熊本県職員等退職手当支給条例等の一部を改正する条例の一部改正） 

第１７条 熊本県職員等退職手当支給条例等の一部を改正する条例（昭和４８年熊本県条 

例第３９号）の一部を次のように改正する。 
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附則第５項中「第５条まで」の次に「又は附則第４１項若しくは第４２項」を加え、

「第５条の２」を「第５条の３の２まで及び附則第４１項から第４７項」に改める。 

附則第６項中「同項」の次に「又は同条例第５条の２（同条例第５条の３の２におい

て読み替えて準用する場合を含む。）及び附則第４４項」を加える。 

附則第７項中「第５条」の次に「又は附則第４２項」を加える。 

附則第８項中「、新条例」を「、熊本県職員等退職手当支給条例」に、「第５条の２」 

を「第５条の３の２」に、「第６条の４」を「第６条の５」に、「新条例及び」を「熊

本県職員等退職手当支給条例及び」に改める。 

附則第１４項中「対する新条例」を「対する熊本県職員等退職手当支給条例」に、「 

第６条の４の」を「第６条の５の」に、「、新条例第２条の４から第５条の２まで及び

第６条から第６条の４」を「、同条例第２条の４から第５条の３の２まで及び第６条か

ら第６条の５」に改め、同項第１号中「新条例」を「熊本県職員等退職手当支給条例」

に、「第５条の２」を「第５条の３の２」に、「第６条の４」を「第６条の５」に改め

る。 

（外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員等の処遇等に関する条例の一部改正） 

第１８条 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員等の処遇等に関する条例（昭和

６３年熊本県条例第６号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項第１号中「（地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２８条の４

第１項又は第２８条の６第１項の規定により採用された職員を除く。）」を削り、同項

第３号中「地方公務員法」の次に「（昭和２５年法律第２６１号）」を加え、同項第５

号中「第２８条第２項各号の一に」を「第２８条第２項各号のいずれかに」に、「第２

９条各号の一に」を「第２９条第１項各号のいずれかに」に改め、同号を同項第６号と

し、同項第４号の次に次の１号を加える。 

( 5 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条各項の規定により異動期間（これら

の規定により延長された期間を含む。）を延長された管理監督職を占める職員 

第６条第２項中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

（熊本県職員等の育児休業等に関する条例の一部改正） 

第１９条 熊本県職員等の育児休業等に関する条例（平成４年熊本県条例第１４号）の一

部を次のように改正する。 

第２条中第４号を第６号とし、第３号の次に次の２号を加える。 

( 4 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条各項の規定により異動期間（これら

の規定により延長された期間を含む。第１０条第４号において同じ。）を延長され

た管理監督職を占める職員 

( 5 ) 熊本県一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成１５年熊本県条例第１
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号）第４条の規定により任期を定めて採用された短時間勤務職員 

第９条第１項中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

第１０条に次の１号を加える。 

( 4 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条各項の規定により異動期間を延長さ

れた管理監督職を占める職員 

第１５条の表第５条第１０項の項を削り、同表第１０条第３項第２号の項中「再任用

短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め、同表第１３条第５項の項

を削り、同表第１３条第６項の項中「育児休業条例」を「熊本県職員等の育児休業等に

関する条例（平成４年熊本県条例第１４号）」に改める。 

第１６条の表第６条第１０項の項を削り、同表第１１条第３項第２号の項中「再任用

短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

第１７条の表第６条第１０項の項を削る。 

第２３条第１項中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

第２５条の表第１０条第３項第２号の項中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任

用短時間勤務職員」に改め、同表第１３条第５項の項を削り、同表第１３条第６項の項

中「育児休業条例」を「熊本県職員等の育児休業等に関する条例（平成４年熊本県条例

第１４号）」に改め、同表第１５条の７第１項の項中「再任用短時間勤務職員」を「定 

年前再任用短時間勤務職員」に改め、同表第１５条の８の２第１項の項中「再任用職員」

を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

第２６条の表第１１条第３項第２号の項中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任

用短時間勤務職員」に改め、同表第１８条の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時

間勤務職員」に改める。 

第２８条第２号中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に、「再任用短

時間勤務職員等」を「定年前再任用短時間勤務職員等」に改める。 

第２９条第１項中「再任用短時間勤務職員等」を「定年前再任用短時間勤務職員等」

に改める。 

（熊本県職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正） 

第２０条 熊本県職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年熊本県条例第１３号）

の一部を次のように改正する。 

第２条第３項中「第２８条の４第１項若しくは第２８条の５第１項又は同法第２８条 

の６第１項若しくは第２項」を「第２２条の４第１項又は第２２条の５第１項」に改め、 

「で同法第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占めるもの」を削り、「再任

用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

第３条第１項ただし書及び第２項ただし書、第４条第２項並びに第１２条第１項第１
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号中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

（公益的法人等への熊本県職員等の派遣等に関する条例の一部改正） 

第２１条 公益的法人等への熊本県職員等の派遣等に関する条例（平成１３年熊本県条例

第５３号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項第１号中「（地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２８条の４

第１項又は第２８条の６第１項の規定により採用された職員を除く。）」を削り、同項

第３号中「地方公務員法」の次に「（昭和２５年法律第２６１号）」を加え、同項中第

５号を第６号とし、第４号の次に次の１号を加える。 

( 5 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条各項の規定により異動期間（これら

の規定により延長された期間を含む。）を延長された管理監督職を占める職員 

第７条第１項及び第２項中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

第１１条第１号中「（地方公務員法第２８条の４第１項又は第２８条の６第１項の規

定により採用された職員を除く。）」を削り、同条中第５号を第６号とし、第４号の次

に次の１号を加える。 

( 5 ) 熊本県職員等の定年等に関する条例第９条各項の規定により異動期間（これら

の規定により延長された期間を含む。）を延長された管理監督職を占める職員 

第１７条中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

（熊本県一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正） 

第２２条 熊本県一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成１５年熊本県条例第１

号）の一部を次のように改正する。 

 第８条第４項及び第９条第４項中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間

勤務職員」に改める。 

（熊本県職員の人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正） 

第２３条 熊本県職員の人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年熊本県

条例第１号）の一部を次のように改正する。 

第３条中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

（熊本県職員等退職手当支給条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第２４条 熊本県職員等退職手当支給条例の一部を改正する条例（平成１８年熊本県条例

第１２号）の一部を次のように改正する。 

附則第２条第 1 項中「第２条の４から第５条の２」を「第２条の４から第５条の３の

２」に、「第６条の４」を「第６条の５」に改める。 

附則第４条中「新条例第６条の３」を「熊本県職員等退職手当支給条例第６条の４」

に改める。 

（熊本県職員等の自己啓発等休業に関する条例の一部改正） 
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第２５条 熊本県職員等の自己啓発等休業に関する条例（平成１９年熊本県条例第６７号） 

の一部を次のように改正する。 

第１１条第１項中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

（熊本県職員等の修学部分休業に関する条例の一部改正） 

第２６条 熊本県職員等の修学部分休業に関する条例（平成１９年熊本県条例第６８号）

の一部を次のように改正する。 

  第３条第２項中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め

る。 

（熊本県職員等の高齢者部分休業に関する条例の一部改正） 

第２７条 熊本県職員等の高齢者部分休業に関する条例（平成１９年熊本県条例第６９号）

の一部を次のように改正する。 

第２条第２項中「本文」及び「（同条ただし書の規定の適用を受ける職員にあっては、

同条ただし書各号に掲げる職員の区分に応じ当該各号に定める年齢）」を削る。 

第３条第２項中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め

る。 

（熊本県職員等の大学院等派遣研修費用の償還に関する条例の一部改正） 

第２８条 熊本県職員等の大学院等派遣研修費用の償還に関する条例（平成１９年熊本県

条例第２号）の一部を次のように改正する。 

第４条第２号中「第２８条の２第１項」を「第２８条の６第１項」に、「第２８条の

３第１項」を「第２８条の７第１項」に改める。 

（熊本県病院局職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第２９条 熊本県病院局職員の給与の種類及び基準に関する条例（平成２０年熊本県条例

第１１号）の一部を次のように改正する。 

第２条第１項中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

第２８条第１項中「第２８条の４第１項若しくは第２８条の６第１項の規定により採

用された職員又は同法第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

附則に次の１項を加える。 

４ 当分の間、職員（管理者が定める職員を除く。）の給料月額は、当該職員が６０歳

に達した日後における最初の４月１日以後、管理者が定める額とする。 

（熊本県職員等の配偶者同行休業に関する条例の一部改正） 

第３０条 熊本県職員等の配偶者同行休業に関する条例（平成２６年熊本県条例第５０号） 

の一部を次のように改正する。 

第１１条第１項中「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に改める。 

（熊本県職員の退職管理に関する条例の一部改正） 
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第３１条 熊本県職員の退職管理に関する条例（平成２８年熊本県条例第２号）の一部を

次のように改正する。 

第１条中「第２８条の５第１項」を「第２２条の４第１項」に改める。 

（熊本県職員等の再任用に関する条例の廃止） 

第３２条 熊本県職員等の再任用に関する条例（平成１２年熊本県条例第７６号）は、廃

止する。 

附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第５条中熊本県職員等退

職手当支給条例第２条第２項本文、第１０条並びに附則第３４項及び第３８項の改正規

定並びに第１３条及び附則第１１条の規定は、公布の日から施行する。 

（熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正に伴う勤務延長に関する経過措置） 

第２条 任命権者は、施行日（この条例の施行の日をいう。以下同じ。）前に第１条の規

定による改正前の熊本県職員等の定年等に関する条例（以下「旧条例」という。）第４

条第１項又は第２項の規定により勤務することとされ、かつ、旧条例勤務延長期限（同

条第１項の期限又は同条第２項の規定により延長された期限をいう。以下この項におい

て同じ。）が施行日以後に到来する職員（以下この項において「旧条例勤務延長職員」

という。）について、旧条例勤務延長期限又はこの項の規定により延長された期限が到

来する場合において、第１条の規定による改正後の熊本県職員等の定年等に関する条例

（以下この条から附則第１０条までにおいて「新条例」という。）第４条第１項各号に

掲げる事由があると認めるときは、人事委員会の承認を得て、これらの期限の翌日から

起算して１年を超えない範囲内で期限を延長することができる。ただし、当該期限は、

当該旧条例勤務延長職員に係る旧条例第２条に規定する定年退職日の翌日から起算して

３年を超えることができない。 

２ 任命権者は、基準日（施行日、令和７年４月１日、令和９年４月１日、令和１１年４

月１日及び令和１３年４月１日をいう。以下この項において同じ。）から基準日の翌年

の３月３１日までの間、基準日における新条例定年（新条例第３条に規定する定年をい

う。以下同じ。）が基準日の前日における新条例定年（基準日が施行日である場合には、

施行日の前日における旧条例第３条に規定する定年）を超える職及びこれに相当する基

準日以後に設置された職その他の人事委員会規則で定める職に、基準日から基準日の翌

年の３月３１日までの間に新条例第４条第１項若しくは第２項の規定、地方公務員法の

一部を改正する法律（令和３年法律第６３号。以下「令和３年改正法」という。）附則

第３条第５項又は前項の規定により勤務している職員のうち、基準日の前日において同

日における当該職に係る新条例定年（基準日が施行日である場合には、施行日の前日に
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おける旧条例第３条に規定する定年）に達している職員（当該人事委員会規則で定める

職にあっては、人事委員会規則で定める職員）を、昇任し、降任し、又は転任すること

ができない。 

３ 新条例第４条第３項から第５項までの規定は、第１項の規定による勤務について準用

する。 

 （熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正に伴う定年退職者等の再任用に関する 

経過措置） 

第３条 任命権者は、次に掲げる者のうち、年齢６５年に達する日以後における最初の３ 

月３１日（以下この条から附則第６条までにおいて「特定年齢到達年度の末日」という。） 

までの間にある者であって、当該者を採用しようとする常時勤務を要する職に係る旧条

例定年（旧条例第３条に規定する定年をいう。以下同じ。）（施行日以後に新たに設置

された職及び施行日以後に組織の変更等により名称が変更された職にあっては、当該職

が施行日の前日に設置されていたものとした場合における旧条例定年に準じた当該職に

係る年齢。次条第１項において同じ。）に達している者を、従前の勤務実績その他の人

事委員会規則で定める情報に基づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定め、

当該常時勤務を要する職に採用することができる。 

( 1 ) 施行日前に旧条例第２条の規定により退職した者 

( 2 ) 旧条例第４条第１項若しくは第２項、令和３年改正法附則第３条第５項又は前条

第１項の規定により勤務した後退職した者 

( 3 ) ２５年以上勤続して施行日前に退職した者（前２号に掲げる者を除く。）であっ

て、当該退職の日の翌日から起算して５年を経過する日までの間にある者 

( 4 ) ２５年以上勤続して施行日前に退職した者（前３号に掲げる者を除く。）であっ

て、当該退職の日の翌日から起算して５年を経過する日までの間に、旧地方公務員法

再任用（令和３年改正法による改正前の地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第２８条の４第１項、第２８条の５第１項又は第２８条の６第１項若しくは第２項の

規定により採用することをいう。）又は暫定再任用（この項若しくは次項、次条第１

項若しくは第２項、附則第５条第１項若しくは第２項又は附則第６条第１項若しくは

第２項の規定により採用することをいう。次項第６号において同じ。）をされたこと

がある者 

２ 令和１４年３月３１日までの間、任命権者は、次に掲げる者のうち、特定年齢到達年

度の末日までの間にある者であって、当該者を採用しようとする常時勤務を要する職に

係る新条例定年に達している者を、従前の勤務実績その他の人事委員会規則で定める情

報に基づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定め、当該常時勤務を要する職

に採用することができる。 
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( 1 ) 施行日以後に新条例第２条の規定により退職した者 

( 2 ) 施行日以後に新条例第４条第１項又は第２項の規定により勤務した後退職した者 

( 3 ) 施行日以後に新条例第１２条の規定により採用された者のうち、令和３年改正法

による改正後の地方公務員法（以下「新地方公務員法」という。）第２２条の４第３

項に規定する任期が満了したことにより退職した者 

( 4 ) 施行日以後に新条例第１３条第１項の規定により採用された者のうち、新地方公

務員法第２２条の５第３項において準用する新地方公務員法第２２条の４第３項に規

定する任期が満了したことにより退職した者 

( 5 ) ２５年以上勤続して施行日以後に退職した者（前各号に掲げる者を除く。）であ

って、当該退職の日の翌日から起算して５年を経過する日までの間にある者 

( 6 ) ２５年以上勤続して施行日以後に退職した者（前各号に掲げる者を除く。）であ

って、当該退職の日の翌日から起算して５年を経過する日までの間に、暫定再任用を

されたことがある者 

３ 前２項の任期又はこの項の規定により更新された任期は、１年を超えない範囲内で更

新することができる。ただし、当該任期の末日は、前２項の規定により採用する者又は

この項の規定により任期を更新する者の特定年齢到達年度の末日以前でなければならな

い。 

４ 暫定再任用職員（第１項若しくは第２項、次条第１項若しくは第２項、附則第５条第

１項若しくは第２項又は附則第６条第１項若しくは第２項の規定により採用された職員

をいう。以下この項及び次項において同じ。）の前項の規定による任期の更新は、当該

暫定再任用職員の当該更新直前の任期における勤務実績が、当該暫定再任用職員の能力

評価及び業績評価の全体評語その他勤務の状況を示す事実に基づき良好である場合に行

うことができる。 

５ 任命権者は、暫定再任用職員の任期を更新する場合には、あらかじめ当該暫定再任用

職員の同意を得なければならない。 

第４条 任命権者は、前条第１項の規定によるほか、組合（県が組織する地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第２８４条第１項の一部事務組合をいう。次項及び附則第６条

において同じ。）における令和３年改正法附則第４条第１項各号に掲げる者のうち、特

定年齢到達年度の末日までの間にある者であって、当該者を採用しようとする常時勤務

を要する職に係る旧条例定年に達している者を、従前の勤務実績その他の人事委員会規

則で定める情報に基づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定め、当該常時勤

務を要する職に採用することができる。 

２ 令和１４年３月３１日までの間、任命権者は、前条第２項の規定によるほか、組合に

おける令和３年改正法附則第４条第２項各号に掲げる者のうち、特定年齢到達年度の末
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日までの間にある者であって、当該者を採用しようとする常時勤務を要する職に係る新

条例定年に達している者を、従前の勤務実績その他の人事委員会規則で定める情報に基

づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定め、当該常時勤務を要する職に採用

することができる。 

３ 前２項の場合においては、前条第３項から第５項までの規定を準用する。 

第５条 任命権者は、新地方公務員法第２２条の４第４項の規定にかかわらず、附則第３

条第１項各号に掲げる者のうち、特定年齢到達年度の末日までの間にある者であって、

当該者を採用しようとする短時間勤務の職（新条例第１２条に規定する短時間勤務の職

をいう。以下この条、次条及び附則第８条から第１０条までにおいて同じ。）に係る旧

条例定年相当年齢（短時間勤務の職を占める職員が、常時勤務を要する職でその職務が

当該短時間勤務の職と同種の職を占めているものとした場合における旧条例定年（施行

日以後に新たに設置された短時間勤務の職及び施行日以後に組織の変更等により名称が

変更された短時間勤務の職にあっては、当該職が施行日の前日に設置されていたものと

した場合において、当該職を占める職員が、常時勤務を要する職でその職務が当該職と

同種の職を占めているものとしたときにおける旧条例定年に準じた当該職に係る年齢）

をいう。次条第１項において同じ。）に達している者を、従前の勤務実績その他の人事

委員会規則で定める情報に基づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定め、当

該短時間勤務の職に採用することができる。 

２ 令和１４年３月３１日までの間、任命権者は、新地方公務員法第２２条の４第４項の

規定にかかわらず、附則第３条第２項各号に掲げる者のうち、特定年齢到達年度の末日

までの間にある者であって、当該者を採用しようとする短時間勤務の職に係る新条例定

年相当年齢（短時間勤務の職を占める職員が、常時勤務を要する職でその職務が当該短

時間勤務の職と同種の職を占めているものとした場合における新条例定年をいう。次条

第２項及び附則第１０条において同じ。）に達している者（新条例第１２条の規定によ

り当該短時間勤務の職に採用することができる者を除く。）を、従前の勤務実績その他

の人事委員会規則で定める情報に基づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定

め、当該短時間勤務の職に採用することができる。 

３ 前２項の場合においては、附則第３条第３項から第５項までの規定を準用する。 

第６条 任命権者は、前条第１項の規定によるほか、新地方公務員法第２２条の５第３項

において準用する新地方公務員法第２２条の４第４項の規定にかかわらず、組合におけ

る令和３年改正法附則第４条第１項各号に掲げる者のうち、特定年齢到達年度の末日ま

での間にある者であって、当該者を採用しようとする短時間勤務の職に係る旧条例定年

相当年齢に達している者を、従前の勤務実績その他の人事委員会規則で定める情報に基

づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定め、当該短時間勤務の職に採用する
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ことができる。 

２ 令和１４年３月３１日までの間、任命権者は、前条第２項の規定によるほか、新地方

公務員法第２２条の５第３項において準用する新地方公務員法第２２条の４第４項の規

定にかかわらず、組合における令和３年改正法附則第４条第２項各号に掲げる者のうち、

特定年齢到達年度の末日までの間にある者であって、当該者を採用しようとする短時間

勤務の職に係る新条例定年相当年齢に達している者（新条例第１３条第１項の規定によ

り当該短時間勤務の職に採用することができる者を除く。）を、従前の勤務実績その他

の人事委員会規則で定める情報に基づく選考により、１年を超えない範囲内で任期を定

め、当該短時間勤務の職に採用することができる。 

３ 前２項の場合においては、附則第３条第３項から第５項までの規定を準用する。 

（熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正に伴う令和３年改正法附則第８条第３

項の条例で定める職及び年齢） 

第７条 令和３年改正法附則第８条第３項の条例で定める職は、次に掲げる職とする。 

( 1 ) 施行日以後に新たに設置された職 

( 2 ) 施行日以後に組織の変更等により名称が変更された職 

２ 令和３年改正法附則第８条第３項の条例で定める年齢は、前項に規定する職が施行日

の前日に設置されていたものとした場合における旧条例第３条に規定する定年に準じた

当該職に係る年齢とする。 

（熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正に伴う令和３年改正法附則第８条第４

項の規定により読み替えて適用する新地方公務員法第２２条の４第４項の条例で定める

職及び年齢） 

第８条 令和３年改正法附則第４条から第７条までの規定が適用される場合における令和

３年改正法附則第８条第４項の規定により読み替えて適用する新地方公務員法第２２条

の４第４項の条例で定める職は、次に掲げる職とする。 

( 1 ) 施行日以後に新たに設置された短時間勤務の職 

( 2 ) 施行日以後に組織の変更等により名称が変更された短時間勤務の職 

２ 令和３年改正法附則第４条から第７条までの規定が適用される場合における令和３年

改正法附則第８条第４項の規定により読み替えて適用する新地方公務員法第２２条の４

第４項の条例で定める年齢は、前項に規定する職が施行日の前日に設置されていたもの

とした場合において、当該職を占める職員が、常時勤務を要する職でその職務が同項に

規定する職と同種の職を占めているものとしたときにおける旧条例定年に準じた同項に

規定する職に係る年齢とする。 

 （熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正に伴う令和３年改正法附則第８条第５

項の条例で定める職並びに条例で定める者及び職員） 
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第９条 令和３年改正法附則第８条第５項の条例で定める職は、次に掲げる職のうち、当

該職が基準日（附則第３条から第６条までの規定が適用される間における各年の４月１

日（施行日を除く。）をいう。以下この条において同じ。）の前日に設置されていたも

のとした場合において、基準日における新条例定年が基準日の前日における新条例定年

を超える職とする。 

( 1 ) 基準日以後に新たに設置された職（短時間勤務の職を含む。） 

( 2 ) 基準日以後に組織の変更等により名称が変更された職（短時間勤務の職を含む。） 

２ 令和３年改正法附則第８条第５項の条例で定める者は、前項に規定する職が基準日の

前日に設置されていたものとした場合において、同日における当該職に係る新条例定年

に達している者とする。 

３ 令和３年改正法附則第８条第５項の条例で定める職員は、第１項に規定する職が基準

日の前日に設置されていたものとした場合において、同日における当該職に係る新条例

定年に達している職員とする。 

（熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正に伴う定年前再任用短時間勤務職員に

関する経過措置） 

第１０条 任命権者は、基準日（令和７年４月１日、令和９年４月１日、令和１１年４月

１日及び令和１３年４月１日をいう。以下この条において同じ。）から基準日の翌年の

３月３１日までの間、基準日における新条例定年相当年齢が基準日の前日における新条

例定年相当年齢を超える短時間勤務の職及びこれに相当する基準日以後に設置された短

時間勤務の職その他の人事委員会規則で定める短時間勤務の職（以下この条において「 

新条例原則定年相当年齢引上げ短時間勤務職」という。）に、基準日の前日までに新条

例第１２条に規定する年齢６０年以上退職者となった者（基準日前から新条例第４条第

１項又は第２項の規定により勤務した後基準日以後に退職をした者を含む。）のうち基

準日の前日において同日における当該新条例原則定年相当年齢引上げ短時間勤務職に係

る新条例定年相当年齢に達している者（当該人事委員会規則で定める短時間勤務の職に

あっては、人事委員会規則で定める者）を、新条例第１２条又は第１３条第１項の規定

により採用することができず、新条例原則定年相当年齢引上げ短時間勤務職に、新条例

第１２条又は第１３条第１項の規定により採用された職員（以下この条において「定年

前再任用短時間勤務職員」という。）のうち基準日の前日において同日における当該新

条例原則定年相当年齢引上げ短時間勤務職に係る新条例定年相当年齢に達している定年

前再任用短時間勤務職員（当該人事委員会規則で定める短時間勤務の職にあっては、人

事委員会規則で定める定年前再任用短時間勤務職員）を、昇任し、降任し、又は転任す

ることができない。 

（熊本県職員等の定年等に関する条例の一部改正に伴う令和３年改正法附則第２条第３ 
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項に規定する条例で定める年齢） 

第１１条 令和３年改正法附則第２条第３項に規定する条例で定める年齢は、年齢６０年

とする。 

（熊本県一般職の職員等の給与に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第１２条 第２条の規定による改正後の熊本県一般職の職員等の給与に関する条例（以下

「改正後の一般職給与条例」という。）附則第１２項から第２１項までの規定は、令和 

３年改正法附則第３条第５項又は第６項の規定により勤務している職員には適用しない。 

２ 暫定再任用職員（令和３年改正法附則第４条第１項若しくは第２項（これらの規定を

令和３年改正法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）、第

５条第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項（これらの規定を令和３年改

正法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条第１

項若しくは第３項の規定により採用された職員をいう。以下この条及び次条において同

じ。）のうち暫定再任用短時間勤務職員（暫定再任用職員であって新地方公務員法第２

２条の４第１項に規定する短時間勤務の職を占めるものをいう。以下この条及び附則第

１９条において同じ。）を除いた職員の給料月額は、当該暫定再任用職員が改正後の一

般職給与条例第５条第１０項に規定する定年前再任用短時間勤務職員（以下この条にお

いて「定年前再任用短時間勤務職員」という。）であるものとした場合に適用される熊

本県一般職の職員等の給与に関する条例第４条第２項に規定する給料表の定年前再任用

短時間勤務職員の項に掲げる基準給料月額のうち、同条例第５条第１項の規定により当

該暫定再任用職員の属する職務の級に応じた額とする。 

３ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０号）第１０条第１項に 

規定する育児短時間勤務をしている暫定再任用職員（暫定再任用短時間勤務職員を除く。） 

に対する前項の規定の適用については、同項中「とする」とあるのは、「に、熊本県職

員の勤務時間、休暇等に関する条例第２条第２項の規定により定められた当該暫定再任

用職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とす

る」とする。 

４ 暫定再任用短時間勤務職員の給料月額は、当該暫定再任用短時間勤務職員が定年前再

任用短時間勤務職員であるものとした場合に適用される熊本県一般職の職員等の給与に

関する条例第４条第２項に規定する給料表の定年前再任用短時間勤務職員の項に掲げる

基準給料月額のうち、同条例第５条第１項の規定により当該暫定再任用短時間勤務職員

の属する職務の級に応じた額に、熊本県職員の勤務時間、休暇等に関する条例第２条第

３項の規定により定められた当該暫定再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に

規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする。 

５ 暫定再任用短時間勤務職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、改正後の一
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般職給与条例第１０条第３項、第１３条第２項及び第１５条の７の規定を適用する。 

６ 暫定再任用職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、改正後の一般職給与条

例第１５条の５第３項の規定を適用する。 

７ 改正後の一般職給与条例第１５条の６第１項の職員に暫定再任用職員が含まれる場合 

  における勤勉手当の額の同条第２項各号に掲げる職員の区分ごとの総額の算定に係る同 

項の規定の適用については、同項第１号中「定年前再任用短時間勤務職員」とあるのは

「定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任用職員（地方公務員法の一部を改正する法

律（令和３年法律第６３号）附則第４条第１項若しくは第２項（これらの規定を同法附

則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）、第５条第１項若しく

は第３項、第６条第１項若しくは第２項（これらの規定を同法附則第９条第３項の規定

により読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条第１項若しくは第３項の規定によ

り採用された職員をいう。次号において同じ。）」と、同項第２号中「定年前再任用短 

時間勤務職員」とあるのは「定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任用職員」とする。 

８ 熊本県一般職の職員等の給与に関する条例第５条第２項、第５項及び第７項から第９

項まで、第７条の３から第９条まで、第９条の３、第９条の５、第１１条の２並びに第

１１条の３並びに改正後の一般職給与条例第５条第３項、第４項及び第６項の規定並び

に第１５条の規定による改正後の熊本県市町村立学校職員のへき地手当等に関する条例

の規定は、暫定再任用職員には適用しない。 

９ 第２項から前項までに定めるもののほか、暫定再任用職員に関し必要な事項（次条第

２項に規定する事項を除く。）は、人事委員会規則で定める。 

（熊本県職員等退職手当支給条例の一部改正に伴う経過措置） 

第１３条 暫定再任用職員に対する第５条の規定による改正後の熊本県職員等退職手当支

給条例（次項において「新条例」という。）第２条第１項の規定の適用については、同

項中「特別の定めがある者」とあるのは「特別の定めがある者及び地方公務員法の一部

を改正する法律（令和３年法律第６３号）附則第４条第１項若しくは第２項（これらの

規定を同法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）、第５条

第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項（これらの規定を同法附則第９条

第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条第１項若しくは第３

項の規定により採用された者」とする。 

２ 前項に定めるもののほか、暫定再任用職員に対する新条例の規定の適用に関し必要な

事項は、規則で定める。 

（熊本県立学校職員の給与に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第１４条 第６条の規定による改正後の熊本県立学校職員の給与に関する条例（以下「改

正後の県立学校職員給与条例」という。）附則第１４項から第２１項までの規定は、令
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和３年改正法附則第３条第５項又は第６項の規定により勤務している職員には適用しな

い。 

２ 暫定再任用県立学校職員（令和３年改正法附則第４条第１項若しくは第２項、第５条

第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項又は第７条第１項若しくは第３項

の規定により採用された職員をいう。以下この条において同じ。）のうち暫定再任用短

時間勤務県立学校職員（暫定再任用県立学校職員であって新地方公務員法第２２条の４

第１項に規定する短時間勤務の職を占めるものをいう。以下この条において同じ。）を

除いた職員の給料月額は、当該暫定再任用県立学校職員が改正後の県立学校職員給与条

例第６条第１０項に規定する定年前再任用短時間勤務職員（以下この条において「定年

前再任用短時間勤務職員」という。）であるものとした場合に適用される熊本県立学校

職員の給与に関する条例第５条第２項に規定する給料表の定年前再任用短時間勤務職員

の項に掲げる基準給料月額のうち、同条例第６条第１項の規定により当該暫定再任用県

立学校職員の属する職務の級に応じた額とする。 

３ 地方公務員の育児休業等に関する法律第１０条第１項に規定する育児短時間勤務をし

ている暫定再任用県立学校職員（暫定再任用短時間勤務県立学校職員を除く。）に対す

る前項の規定の適用については、同項中「とする」とあるのは、「に、熊本県職員の勤

務時間、休暇等に関する条例第２条第２項の規定により定められた当該暫定再任用県立

学校職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額と

する」とする。 

４ 暫定再任用短時間勤務県立学校職員の給料月額は、当該暫定再任用短時間勤務県立学

校職員が定年前再任用短時間勤務職員であるものとした場合に適用される熊本県立学校

職員の給与に関する条例第５条第２項に規定する給料表の定年前再任用短時間勤務職員

の項に掲げる基準給料月額のうち、同条例第６条第１項の規定により当該暫定再任用短

時間勤務県立学校職員の属する職務の級に応じた額に、熊本県職員の勤務時間、休暇等

に関する条例第２条第３項の規定により定められた当該暫定再任用短時間勤務県立学校

職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする。 

５ 暫定再任用短時間勤務県立学校職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、改

正後の県立学校職員給与条例第１１条第３項の規定を適用する。 

６ 暫定再任用県立学校職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、改正後の県立

学校職員給与条例第１６条第３項及び第１７条の２第２項の規定を適用する。 

７ 改正後の県立学校職員給与条例第１７条第１項の職員に暫定再任用県立学校職員が含

まれる場合における勤勉手当の額の同条第２項各号に掲げる職員の区分ごとの総額の算

定に係る同項の規定の適用については、同項第１号中「定年前再任用短時間勤務職員」

とあるのは「定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任用県立学校職員（地方公務員法
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の一部を改正する法律（令和３年法律第６３号）附則第４条第１項若しくは第２項、第

５条第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項又は第７条第１項若しくは第

３項の規定により採用された職員をいう。次号において同じ。）」と、同項第２号中「 

定年前再任用短時間勤務職員」とあるのは「定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任

用県立学校職員」とする。 

８ 熊本県立学校職員の給与に関する条例第６条第２項、第５項及び第７項から第９項ま

で、第８条の３から第１０条まで、第１０条の４、第１４条の２並びに第１４条の３並

びに改正後の県立学校職員給与条例第６条第３項、第４項及び第６項の規定は、暫定再

任用県立学校職員には適用しない。 

９ 第２項から前項までに定めるもののほか、暫定再任用県立学校職員に関し必要な事項

は、人事委員会規則で定める。 

 （熊本県市町村立学校職員の給与に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第１５条 第７条の規定による改正後の熊本県市町村立学校職員の給与に関する条例（以

下「改正後の市町村立学校職員給与条例」という。）附則第９項から第１５項までの規

定は、令和３年改正法附則第３条第５項又は第６項の規定により勤務している職員には

適用しない。 

２ 暫定再任用市町村立学校職員（令和３年改正法附則第９条第３項の規定により読み替

えて適用する令和３年改正法附則第４条第１項若しくは第２項又は第６条第１項若しく

は第２項の規定により採用された職員をいう。以下この条において同じ。）のうち暫定

再任用短時間勤務市町村立学校職員（暫定再任用市町村立学校職員であって新地方公務

員法第２２条の４第１項に規定する短時間勤務の職を占めるものをいう。以下この条に

おいて同じ。）を除いた職員の給料月額は、当該暫定再任用市町村立学校職員が改正後

の市町村立学校職員給与条例第６条第１０項に規定する定年前再任用短時間勤務職員（ 

以下この条において「定年前再任用短時間勤務職員」という。）であるものとした場合

に適用される熊本県市町村立学校職員の給与に関する条例第５条第２項に規定する給料

表の定年前再任用短時間勤務職員の項に掲げる基準給料月額のうち、同条例第６条第１

項の規定により当該暫定再任用市町村立学校職員の属する職務の級に応じた額とする。 

３ 地方公務員の育児休業等に関する法律第１０条第１項に規定する育児短時間勤務をし 

ている暫定再任用市町村立学校職員（暫定再任用短時間勤務市町村立学校職員を除く。） 

に対する前項の規定の適用については、同項中「とする」とあるのは、「に、熊本県職

員の勤務時間、休暇等に関する条例第２条第２項の規定により定められた当該暫定再任

用市町村立学校職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じ

て得た額とする」とする。 

４ 暫定再任用短時間勤務市町村立学校職員の給料月額は、当該暫定再任用短時間勤務市
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町村立学校職員が定年前再任用短時間勤務職員であるものとした場合に適用される熊本

県市町村立学校職員の給与に関する条例第５条第２項に規定する給料表の定年前再任用

短時間勤務職員の項に掲げる基準給料月額のうち、同条例第６条第１項の規定により当

該暫定再任用短時間勤務市町村立学校職員の属する職務の級に応じた額に、熊本県職員

の勤務時間、休暇等に関する条例第２条第３項の規定により定められた当該暫定再任用

短時間勤務市町村立学校職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得た

数を乗じて得た額とする。 

５ 暫定再任用市町村立学校職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、改正後の

市町村立学校職員給与条例第１６条の２第２項の規定を適用する。 

６ 熊本県市町村立学校職員の給与に関する条例第６条第２項、第５項及び第７項から第

９項まで並びに改正後の市町村立学校職員給与条例第６条第３項、第４項及び第６項の

規定並びに第１５条の規定による改正後の熊本県市町村立学校職員のへき地手当等に関

する条例の規定は、暫定再任用市町村立学校職員には適用しない。 

７ 第２項から前項までに定めるもののほか、暫定再任用市町村立学校職員に関し必要な

事項は、人事委員会規則で定める。 

 （熊本県技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正に伴う経過措置） 

第１６条 第１２条の規定による改正後の熊本県技能労務職員の給与の種類及び基準を定

める条例第４条、第４条の４、第５条の２、第５条の３及び第１２条の規定は、令和３

年改正法附則第４条第１項若しくは第２項（これらの規定を令和３年改正法附則第９条

第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）又は第５条第１項若しくは第３

項の規定により採用された職員には適用しない。 

（熊本県企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第１７条 第１４条の規定による改正後の熊本県企業職員の給与の種類及び基準に関する

条例第５条、第６条、第６条の４、第８条の２及び第１６条の規定は、令和３年改正法

附則第４条第１項若しくは第２項又は第５条第１項若しくは第３項の規定により採用さ

れた職員には適用しない。 

 （外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員等の処遇等に関する条例の一部改正に

伴う経過措置） 

第１８条 暫定再任用職員（令和３年改正法附則第４条第１項若しくは第２項（これらの 

規定を令和３年改正法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）、 

第５条第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項（これらの規定を令和３年

改正法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条第

１項若しくは第３項の規定により採用された職員であって、短時間勤務の職（新地方公 

務員法第２２条の４第１項に規定する短時間勤務の職をいう。）を占める職員を除く。） 
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に対する第１８条の規定による改正後の外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員

等の処遇等に関する条例第２条第２項第１号の規定の適用については、同号中「任期を

定めて任用される職員」とあるのは「任期を定めて任用される職員（暫定再任用職員（ 

地方公務員法の一部を改正する法律（令和３年法律第６３号）附則第４条第１項若しく

は第２項（これらの規定を同法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合

を含む。）、第５条第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項（これらの規

定を同法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条

第１項若しくは第３項の規定により採用された職員であって、短時間勤務の職（地方公

務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２２条の４第１項に規定する短時間勤務の職を

いう。）を占める職員を除く。）を除く。）」とする。 

 （熊本県職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第１９条 暫定再任用短時間勤務職員は、第２０条の規定による改正後の熊本県職員の勤

務時間、休暇等に関する条例第２条第３項に規定する定年前再任用短時間勤務職員とみ

なして、同項、同条例第３条、第４条第２項及び第１２条第１項第１号の規定を適用す

る。 

 （公益的法人等への熊本県職員等の派遣等に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第２０条 暫定再任用職員（令和３年改正法附則第４条第１項若しくは第２項（これらの 

規定を令和３年改正法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）、 

第５条第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項（これらの規定を令和３年

改正法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条第

１項若しくは第３項の規定により採用された職員であって、短時間勤務の職（新地方公 

務員法第２２条の４第１項に規定する短時間勤務の職をいう。）を占める職員を除く。） 

に対する第２１条の規定による改正後の公益的法人等への熊本県職員等の派遣等に関す

る条例第２条第２項第１号及び第１１条第１号の規定の適用については、これらの規定

中「任期を定めて任用される職員」とあるのは「任期を定めて任用される職員（暫定再

任用職員（地方公務員法の一部を改正する法律（令和３年法律第６３号）附則第４条第

１項若しくは第２項（これらの規定を同法附則第９条第３項の規定により読み替えて適

用する場合を含む。）、第５条第１項若しくは第３項、第６条第１項若しくは第２項（ 

これらの規定を同法附則第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）

又は第７条第１項若しくは第３項の規定により採用された職員であって、短時間勤務の

職（地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２２条の４第１項に規定する短時間

勤務の職をいう。）を占める職員を除く。）を除く。）」とする。 

 （熊本県職員等の高齢者部分休業に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第２１条 当分の間、第１条の規定による改正後の熊本県職員等の定年等に関する条例附
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則第７項の規定の適用を受ける職員に対する第２７条の規定による改正後の熊本県職員

等の高齢者部分休業に関する条例第２条第２項の規定の適用については、同項中「規定

する年齢」とあるのは、「規定する定年（退職の日において定められているその者に係

る定年に達する日が令和５年４月１日から令和１３年３月３１日までの間である場合に

おいては、同条例附則第７項の表の左欄に掲げる期間の区分に応じ、それぞれ同表の右

欄に掲げる字句とする。）」とする。 

２ 当分の間、第１条の規定による改正後の熊本県職員等の定年等に関する条例附則第９

項の規定の適用を受ける職員に対する第２７条の規定による改正後の熊本県職員等の高

齢者部分休業に関する条例第２条第２項の規定の適用については、同項中「規定する年

齢」とあるのは、「規定する定年（退職の日において定められているその者に係る定年

に達する日が令和５年４月１日から令和１３年３月３１日までの間である場合において

は、同条例附則第９項の表の左欄に掲げる期間の区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲

げる字句とする。）」とする。 

 （熊本県病院局職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

第２２条 第２９条の規定による改正後の熊本県病院局職員の給与の種類及び基準に関す

る条例第６条、第７条、第８条第２項、第９条及び第２１条の規定は、令和３年改正法

附則第４条第１項若しくは第２項又は第５条第１項若しくは第３項の規定により採用さ

れた職員には適用しない。 

（提案理由） 

地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）の一部改正等に伴い、関係規定を整備する

必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 

 

 



 

 47 

第 ５ 号 

   熊本県手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

 熊本県手数料条例の一部を改正する条例を次のように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本県手数料条例の一部を改正する条例 

熊本県手数料条例（平成１２年熊本県条例第９号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項第５９８号の２の２中「附則第４条第１項」を「附則第１１条第１項」に

改め、同項第５９８号の２の２の２中「附則第２０条第１項」を「附則第２７条第１項」

に改める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 （提案理由） 

社会福祉士及び介護福祉士法（昭和６２年法律第３０号）の一部改正に伴い、関係規定

を整理する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 ６ 号 

   熊本県高齢者、障害者等の自立と社会的活動への参加の促進に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

 熊本県高齢者、障害者等の自立と社会的活動への参加の促進に関する条例の一部を改正

する条例を次のように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本県高齢者、障害者等の自立と社会的活動への参加の促進に関する条例の一部を

改正する条例 

 熊本県高齢者、障害者等の自立と社会的活動への参加の促進に関する条例（平成７年熊

本県条例第１６号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第４号中「、客席」を削る。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

（提案理由） 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則（平成１８年国土交通

省令第１１０号）の一部改正に伴い、関係規定を整理する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 ７ 号 

熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

 熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例を次のよ

うに制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 

熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（平成２４年熊本県条例第７５

号）の一部を次のように改正する。 

第８５条第３項第３号中「附則第２０条第１項」を「附則第２７条第１項」に、「附則

第３条第１項」を「附則第１０条第１項」に改め、同条第１０項第３号中「附則第２０条

第１項」を「附則第２７条第１項」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 （提案理由） 

社会福祉士及び介護福祉士法（昭和６２年法律第３０号）の一部改正等に伴い、関係規

定を整理する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 ８ 号 

   熊本県指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を 

改正する条例の制定について 

 熊本県指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正

する条例を次のように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本県指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を 

改正する条例 

熊本県指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例（平成２４年

熊本県条例第８２号）の一部を次のように改正する。 

 第６条第２項第３号中「附則第２０条第１項」を「附則第２７条第１項」に、「附則第

３条第１項」を「附則第１０条第１項」に改める。 

第７条第４項第３号及び第７３条第２項第３号中「附則第２０条第１項」を「附則第２

７条第１項」に改める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 （提案理由） 

社会福祉士及び介護福祉士法（昭和６２年法律第３０号）の一部改正等に伴い、関係規

定を整理する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 ９ 号 

   熊本県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例

等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 

 熊本県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例等の

一部を改正する条例の一部を改正する条例を次のように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例

等の一部を改正する条例の一部を改正する条例 

熊本県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例等の

一部を改正する条例（平成３０年熊本県条例第１９号）の一部を次のように改正する。 

 附則第２項中「令和４年３月３１日」を「令和６年３月３１日」に改める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 （提案理由） 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サ

ービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（平成３０年

厚生労働省令第２号）の一部改正を踏まえ、関係規定を整備する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 １０ 号 

   熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部を改正する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部を改正する条例の一部

を改正する条例を次のように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部を改正する条例の

一部を改正する条例 

熊本県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部を改正する条例（平成

３０年熊本県条例第２０号）の一部を次のように改正する。 

 附則第２項中「令和４年３月３１日」を「令和６年３月３１日」に改める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 （提案理由） 

児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等の一部

を改正する省令（平成３０年厚生労働省令第３号）の一部改正を踏まえ、関係規定を整備

する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 １１ 号 

   熊本地震震災ミュージアム中核拠点施設条例の制定について 

 熊本地震震災ミュージアム中核拠点施設条例を次のように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本地震震災ミュージアム中核拠点施設条例 

 （設置） 

第１条 平成２８年熊本地震（以下「熊本地震」という。）による災害から得られた教訓

等を伝承し、県民及び来訪者の防災意識の醸成を図るとともに、熊本の魅力の発信並び

に県民及び来訪者の交流の促進を図るため、熊本地震震災ミュージアム中核拠点施設（

以下「中核拠点施設」という。）を設置する。 

２ 中核拠点施設に、体験・展示施設を置く。 

 （位置） 

第２条 中核拠点施設は、阿蘇郡南阿蘇村に置く。 

２ 中核拠点施設の区域は、知事が告示をもって定める。 

 （業務） 

第３条 中核拠点施設は、次に掲げる業務を行うものとする。 

(1) 熊本地震に関する資料を収集し、保管し、及び展示すること。 

  (2) 熊本地震に関する学習活動の場を提供すること。 

 (3) 中核拠点施設にある震災遺構（地表地震断層及び被災した建築物等をいう。）を

管理し、及び展示するとともに、当該震災遺構の解説をすること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、第１条に規定する目的を達成するために必要な業務

を行うこと。 

（休館日） 

第４条 中核拠点施設の休館日は、次に掲げるとおりとする。 

  (1) 月曜日（月曜日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）第３条

の規定により休日とされる日（以下この号において「休日」という。）に当たるとき

は、その日以後の休日以外の最初の日） 

  (2) １２月２９日から翌年１月３日まで（前号に該当する日を除く。） 

２ 前項の規定にかかわらず、知事が特に必要があると認めるときは、同項の休館日を変

更し、又は別に休館日を定めることができる。 

（開館時間） 

第５条 中核拠点施設の開館時間は、午前９時から午後５時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、知事が特に必要があると認めるときは、同項の開館時間を
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変更することができる。 

（観覧料） 

第６条 体験・展示施設が平常的に展示する資料を観覧しようとする者は、別表第１に定

める観覧料を納めなければならない。 

２ 前項の観覧料（以下「観覧料」という。）は、前納とする。ただし、知事が特別の事

情があると認めるときは、この限りでない。 

３ 既納の観覧料は、返還しない。ただし、知事が特別の事情があると認めるときは、そ

の全部又は一部を返還することができる。 

 （入場の制限等） 

第７条 知事は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入場を拒み、又は退場を命ず

ることができる。 

(1) 中核拠点施設における公の秩序又は善良な風俗を乱し、又は乱すおそれがあると 

認められる者 

(2) 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑になるおそれがあると認められる者 

  (3) 中核拠点施設の施設又は設備を毀損し、若しくは滅失し、又はそれらのおそれが 

あると認められる者 

  (4) この条例又は中核拠点施設の施設若しくは設備の管理の業務に従事する者の指示

に違反した者 

  (5) その他中核拠点施設の管理上支障があると認められる者 

（使用の許可） 

第８条 中核拠点施設の施設及び設備のうち、別表第２に掲げるものを独占して使用しよ

うとする者は、知事の許可を受けなければならない。 

２ 知事は、前項の許可をする場合において、管理上必要な条件を付することができる。 

 （使用の許可の基準） 

第９条 知事は、前条第１項の許可を受けようとする者が次の各号のいずれかに該当する

と認めるときは、同項の許可をしないことができる。 

(1) 中核拠点施設における公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められる 

とき。 

(2) 中核拠点施設の施設又は設備を毀損し、又は滅失するおそれがあると認められる

とき。 

(3) その使用が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７

７号）第２条第２号に規定する暴力団を利するおそれがあると認められるとき。 

(4) その他使用させることが中核拠点施設の管理上支障があると認められるとき。 

 （許可の取消し等） 
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第１０条 知事は、第８条第１項の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が次の各

号のいずれかに該当するとき、又は管理上支障があると認めるときは、第８条第１項の

許可を取り消し、若しくは変更し、又は使用を停止させることができる。 

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(2) 第８条第２項の規定により付された許可の条件に違反したとき。 

(3) 偽りその他不正の手段により許可を受けたとき。 

(4) 前条第３号に該当することとなったとき。 

（使用料） 

第１１条 使用者は、別表第２に定める額を使用料として納めなければならない。 

２ 前項の使用料（以下「使用料」という。）は、前納とする。ただし、知事が特別の事

情があると認めるときは、この限りでない。 

３ 既納の使用料は、返還しない。ただし、知事が特別の事情があると認めるときは、そ

の全部又は一部を返還することができる。 

（観覧料等の減免） 

第１２条 知事は、次に掲げる者が観覧するときは、観覧料の全部を免除することができ

る。 

(1) 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により身 

体障害者手帳の交付を受けている者（１５歳未満の者につき、その保護者が身体障害 

者手帳の交付を受けているときは、当該１５歳未満の者） 

(2) 厚生労働大臣の定めるところにより療育手帳の交付を受けている者 

(3) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）第４５

条第２項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者 

２ 知事は、次に掲げる者の介護のために現に同伴する者（その者が２人以上いるときは、

１人に限る。）が観覧するときは、観覧料の全部を免除することができる。 

(1) 前項第１号に掲げる者のうち、次の表の左欄に掲げる障害の区分に応じ、それぞ

れ同表の右欄に掲げる身体障害者福祉法施行規則（昭和２５年厚生省令第１５号）別

表第５号に定める障害の級別に該当する障害を有するもの（以下この号において「重

度身障者」という。）又は次の表の左欄に掲げる障害を２以上有し、その障害の総合

の程度が重度身障者に準ずると知事が認めるもの 

       障害の区分               障害の級別 

視覚障害               １級から３級までの各級及び４級の１ 

聴覚障害               ２級及び３級 

肢体不自 上肢不自由              １級、２級の１及び２級の２ 

由    下肢不自由              １級、２級及び３級の１ 
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体幹不自由              １級から３級までの各級 

乳幼児期以前の非進 上肢機  １級及び２級（１上肢のみに運動機能障害 

行性の脳病変による 能障害 がある場合を除く。） 

運動機能障害    移動機 １級から３級までの各級（１下肢のみに運 

能障害 動機能障害がある場合を除く。） 

内部障害 心臓機能障害        １級、３級及び４級 

じん臓機能障害       １級、３級及び４級 

呼吸器機能障害       １級、３級及び４級 

ぼうこう又は直腸の機能障害 １級及び３級 

小腸機能障害        １級、３級及び４級 

ヒト免疫不全ウイルスによる １級から４級までの各級 

免疫機能障害 

肝臓機能障害        １級から４級までの各級 

(2) 前項第２号に掲げる者のうち、同号の療育手帳の障害の程度の記載欄に、重度で 

あることの表示として「Ａ」と記載されたもの 

(3) 前項第３号に掲げる者のうち、同号の精神障害者保健福祉手帳に精神保健及び精

神障害者福祉に関する法律施行令（昭和２５年政令第１５５号）第６条第３項に規定

する障害等級が１級である者として記載されているもの 

３ 前２項に規定する場合のほか、知事は、特別の事情があると認めるときは、観覧料又

は使用料の全部又は一部を免除することができる。 

 （指定管理者による管理） 

第１３条 中核拠点施設の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」と

いう。）第２４４条の２第３項の規定により、法人その他の団体であって知事が指定す

るもの（以下「指定管理者」という。）に行わせることができる。 

２ 前項の規定により中核拠点施設の管理を指定管理者に行わせる場合は、第４条及び第

５条の規定にかかわらず、当該指定管理者は、必要があると認めるときは、あらかじめ

知事の承認を得て、中核拠点施設の休館日を変更し、若しくは別に定め、又は開館時間

を変更することができる。 

３ 第１項の規定により中核拠点施設の管理を指定管理者に行わせる場合における第７条

から第１０条までの規定の適用については、これらの規定中「知事」とあるのは、「指

定管理者」とする。 

４ 第１項の規定により中核拠点施設の管理を指定管理者に行わせる場合において、当該

指定管理者が中核拠点施設の管理を行うこととされた期間前にされた第８条第１項（前

項の規定により読み替えて適用される場合を含む。）の許可の申請は、当該指定管理者
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にされた許可の申請とみなす。 

５ 第１項の規定により中核拠点施設の管理を指定管理者に行わせる場合において、当該

指定管理者が中核拠点施設の管理を行うこととされた期間前に第８条第１項（第３項の

規定により読み替えて適用される場合を含む。）の許可を受けている者は、当該指定管

理者の使用の許可を受けた者とみなす。 

 （指定管理者の業務） 

第１４条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

(1) 第３条各号に掲げる業務 

(2) 第８条第１項の許可に関する業務 

(3) 中核拠点施設の施設及び設備の維持及び修繕に関する業務 

(4) 前３号に掲げるもののほか、指定管理者が中核拠点施設の管理上必要と認める業 

  務 

 （利用料金） 

第１５条 第６条第１項及び第１１条第１項の規定にかかわらず、第１３条第１項の規定

により中核拠点施設の管理を指定管理者に行わせる場合には、前条各号に掲げる業務の

ほか、当該指定管理者に中核拠点施設の施設及び設備の利用に係る料金（以下「利用料

金」という。）を収受させることができる。 

２ 利用料金の額は、別表第１及び別表第２に定める額に１．３を乗じて得た額を上限と

して、指定管理者が知事の承認を得て定める額とする。 

３ 指定管理者は、あらかじめ知事の承認を得て定めた基準により、利用料金の減免又は

還付をすることができる。 

 （原状回復義務） 

第１６条 指定管理者は、その指定の期間が満了したとき、又は法第２４４条の２第１１

項の規定により指定を取り消され、若しくは期間を定めて管理の業務の全部若しくは一

部の停止を命ぜられたときは、その管理しなくなった中核拠点施設の施設及び設備を速

やかに原状に回復しなければならない。ただし、知事の承認を得たときは、この限りで

ない。 

（損害賠償） 

第１７条 故意又は過失により中核拠点施設の施設又は設備を毀損し、又は滅失した者は、 

これによって生じた損害を賠償しなければならない。ただし、知事が特別の事情がある

と認めるときは、損害賠償義務の全部又は一部を免除することができる。 

（雑則） 

第１８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定

める。 
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   附 則 

１ この条例は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内において規則で定める日か

ら施行する。 

２ 中核拠点施設に係る指定管理者の候補者の選定その他の指定管理者の指定の手続に関

する行為は、この条例の施行の日前においても行うことができる。 

別表第１（第６条、第１５条関係） 

     区分            単位            金額 

 一般人         １人１回につき                ５００円 

県外中・高校生    １人１回につき                ４００円 

県外小学生            １人１回につき                ３００円 

備考 

１ 「一般人」とは、満１５歳以上の者であって、中学校及び高等学校に在学する者

並びにこれに準ずる者以外のものをいう。 

２ 「県外中・高校生」とは、県外に住所を有する者であって、県外に所在する中学

校若しくは高等学校に在学するもの又はこれに準ずるものをいう。 

３ 「県外小学生」とは、県外に住所を有する者であって、県外に所在する小学校に

在学するもの又はこれに準ずるものをいう。 

別表第２（第８条、第１１条、第１５条関係） 

     区分            単位            金額 

 芝生広場       １平方メートル当たり１時間につき         ３円 

備考 

１ 面積が１平方メートルに満たない場合又は面積に１平方メートル未満の端数があ

る場合は、その満たない面積又はその端数の面積を１平方メートルとして計算する。 

２ 使用する時間が１時間に満たない場合又は使用する時間に１時間未満の端数があ

る場合は、その満たない時間又はその端数の時間を１時間として計算する。 

３ 午前９時から午後５時までの時間の前又は後の時間における施設の使用に係る使

用料の額は、規則で定める。 

（提案理由） 

平成２８年熊本地震による災害から得られた教訓等を伝承し、県民及び来訪者の防災意

識の醸成を図るとともに、熊本の魅力の発信並びに県民及び来訪者の交流の促進を図るた

め、熊本地震震災ミュージアム中核拠点施設を設置する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 １２ 号 

   持続可能な社会の実現に寄与する熊本県公契約条例の制定について 

 持続可能な社会の実現に寄与する熊本県公契約条例を次のように制定することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   持続可能な社会の実現に寄与する熊本県公契約条例 

（目的） 

第１条 この条例は、公契約に関し、基本理念を定め、県及び事業者等の責務を明らかに

するとともに、公契約に関する基本的な事項を定めることにより、公契約制度の適正な

運用、質の高い公共サービスの提供、労働環境の整備及び地域経済の振興を図り、もっ

て県及び事業者等が相互に協力し、持続可能な社会の実現に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところに

よる。 

  (1) 公契約 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条第１項の規定により、

県が締結する売買、賃借、請負その他の契約で、県がその目的たる給付に対して、対

価の支払をすべきものをいう。 

  (2) 事業者 県と公契約を締結し、又は締結しようとする者をいう。 

  (3) 事業者等 事業者及び下請、再委託、その他いかなる名義によるかを問わず、公

契約に係る業務の一部を請け負い、又は受託する者をいう。 

（基本理念） 

第３条 公契約は、その締結に至る過程において、透明性及び競争の公正性が確保される

とともに、談合その他の不正行為が排除されたものでなければならない。 

２ 公契約は、その履行により提供されるサービスが県民の生活に密接に関係することを

踏まえ、そのサービスをより質の高いものとするため、経済性に配慮した上で、契約の

性質又は目的に応じ、適正な履行が通常見込まれない金額による契約の締結の防止を図

り、価格以外の多様な要素も考慮するなど総合的に優れた内容とするものとする。 

３ 公契約は、誰もが安心して働き続けられる労働環境の整備及び活力ある地域経済の振

興に資するものとするため、公契約の履行に係る業務に従事する者の労働環境の整備が

図られるよう、適切な措置を講じられた内容でなければならないものとし、その性質又

は目的に応じ、その締結に当たって、県内に事務所又は事業所を有する事業者の受注の

機会の確保が図られたものとするとともに、次に掲げる取組が勘案された内容とするも

のとする。 

  (1) 事業者による雇用環境の整備及び多様な人材が活躍する社会の実現に資する取組 
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(2) 事業者による県産品の利用の促進その他の活力ある地域経済の振興に資する取組 

４ 公契約は、その性質又は目的に応じ、事業者が行う環境に配慮した事業活動その他の

持続可能な社会の実現に資する取組が勘案された内容とするものとする。 

（県の責務） 

第４条 県は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、この条

例の目的を達成するために必要な取組を推進する責務を有する。 

（事業者等の責務） 

第５条 事業者等は、基本理念にのっとり、公契約に関わる者として社会的な責任を有し

ていることを踏まえ、締結した公契約について、法令を遵守するとともに、公契約を適

正に履行しなければならない。 

２ 事業者等は、県が実施する公契約に関する取組に協力するよう努めるものとする。 

（事業者等との協力） 

第６条 県及び事業者等は、相互に協力し、持続可能な社会の実現を目指すための取組を

推進するよう努めるものとする。 

（取組方針） 

第７条 県は、基本理念を踏まえた公契約の締結及びその履行を確保するため、県が取り

組むべき方針（以下「取組方針」という。）を定めるものとする。 

２ 取組方針には、基本理念を踏まえた公契約に係る取組の総合的かつ効果的な推進に関

する必要な事項を定めるものとする。 

 （意見聴取） 

第８条 知事は、この条例の適切な運用を図るため、取組方針その他の重要事項について、

学識経験者及び関係団体の意見を聴くものとする。 

（指定管理者制度における取扱い） 

第９条 県は、公の施設の管理を指定管理者（地方自治法第２４４条の２第３項に規定す

る指定管理者をいう。）に行わせる場合は、この条例の趣旨を踏まえ、公契約に準じた

取扱いを行うものとする。 

（雑則） 

第１０条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、知事が定める。 

附 則 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 第７条第１項の規定による取組方針の策定及びこれに関し必要な手続その他の行為は、

この条例の施行前においても、同項、同条第２項及び第８条の規定の例により行うこと

ができる。  

（提案理由） 
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公契約制度の適正な運用、質の高い公共サービスの提供、労働環境の整備及び地域経済

の振興を図り、もって県及び事業者等が相互に協力し、持続可能な社会の実現に寄与する

ため、公契約に関し、基本理念を定め、県及び事業者等の責務を明らかにするほか、必要

な事項を定める必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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第 １３ 号 

財産の取得について 

財産を次のように取得することとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫

取得する財産の表示 
取得の相手方 取得の目的 取得の予定価格 

区分 品名及び規格 

物品 移動棚・自立

棚一式 

熊本市東区尾ノ上

一丁目１８－２０ 

有限会社おくばオ

ーエスブレイン 

議会棟地下倉庫の

移動棚及び自立棚

の新設 

144,650,000円 

 （提案理由） 

 議会棟地下倉庫の移動棚及び自立棚を新設するため、物品を購入する必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

63 

第 １４ 号 

   財産の処分について 

 財産を次のように処分することとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

（提案理由） 

 くまもと臨空テクノパーク用地の一部を工業用地として処分する必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分する財産の表示 
処分の相手方 処分の目的 処分の予定価格 

区分 所 在 地 面 積 

土地 上益城郡益

城町大字小

谷字中高遊

１１９３番

６ 

40,000.

02平方

メート

ル 

ＤＡＩＺ株式

会社 

工業用地     600,000,300 円 
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第 １５ 号 

   財産の処分について 

 財産を次のように処分することとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

（提案理由） 

 くまもと臨空テクノパーク用地の一部を工業用地として処分する必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分する財産の表示 
処分の相手方 処分の目的 処分の予定価格 

区分 所 在 地 面 積 

土地 上益城郡益

城町大字小

谷字中高遊

１１９３番

１２ 

30,045.

74平方

メート

ル 

淀川ヒューテ

ック株式会社 

工業用地     450,686,100 円 
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第 １６ 号 

   財産の処分について 

 財産を次のように処分することとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

（提案理由） 

 くまもと臨空テクノパーク用地の一部を工業用地として処分する必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分する財産の表示 
処分の相手方 処分の目的 処分の予定価格 

区分 所 在 地 面 積 

土地 上益城郡益

城町大字小

谷字中高遊

１１９３番

１３ほか２

筆 

25,000.

41平方

メート

ル 

株式会社スリ

ーダイン 

工業用地     375,006,150 円 
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第 １７ 号 

   財産の処分について 

 財産を次のように処分することとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

（提案理由） 

 くまもと臨空テクノパーク用地の一部を工業用地として処分する必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分する財産の表示 
処分の相手方 処分の目的 処分の予定価格 

区分 所 在 地 面 積 

土地 上益城郡益

城町大字小

谷字西高遊

２０８３番

８ほか１筆 

26,178.

40平方

メート

ル 

株式会社ＪＣ

Ｕ 

工業用地     392,676,000 円 
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第 １８ 号 

財産の処分について 

財産を次のように処分することとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

 （提案理由） 

 城南工業団地用地の一部を工業用地として処分する必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分する財産の表示 
処分の相手方 処分の目的 処分の予定価格 

区分 所 在 地 面 積 

土地 熊本市南区

城南町藤山

字正達８８

５番３ 

64,241.

51平方

メート

ル 

タチバナ化成

株式会社 

工業用地     667,693,016 円 
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第 １９ 号 

財産の無償貸付けについて 

財産を次のように無償で貸し付けることとする。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫  

区分 所在地 面積 
貸付けの 

相 手 方 

貸付けの 

目  的 
貸付期間 摘要 

土地 阿蘇郡高森

町大字高森

字里木２２

１３番１ほ

か１筆 

1,395.78

平方メー

トル 

高森町 熊本県立高

森高等学校

等の生徒を

対象とする

町営寮の整

備及び運営

に利活用す

るため 

契約書に定

める貸付期

間の始期か

ら令和９年

３月３１日

まで 

左欄の貸付 

期間は、更 

新すること 

ができる。 

 （提案理由） 

 高森町に財産を無償で貸し付ける必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。                      
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第 ２０ 号 

令和４年度農林水産関係の建設事業の経費に対する市町村負担金（地方財政法関係） 

について 

令和４年度において熊本県が施行する農林水産関係の建設事業について、当該事業に要

する経費のうち市町村が負担すべき金額（地方財政法関係）を次のとおり定めることとす

る。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

事    業    名 負担すべき金額 

１ かんがい排水事業（水利施設整備事業（基幹

水利施設保全型）（令和２年度以前採択地区

分）（県営土地改良事業として実施するものを

除く。）に限る。） 

２ かんがい排水事業（水利施設整備事業（基幹

水利施設保全型）（令和３年度以降新規採択地

区分）（県営土地改良事業として実施するもの

を除く。）に限る。） 

３ 経営体育成基盤整備事業（農業生産基盤整備

に係るものを除く。） 

４ 中山間地域総合整備事業（農業生産基盤整備

に係るものを除く。） 

５ 地域密着型農業基盤整備事業（かんがい排水

事業関連） 

６ 地域密着型農業基盤整備事業（経営体育成基

盤整備事業関連（一般地域に限る。）） 

７ 地域密着型農業基盤整備事業（経営体育成基

盤整備事業関連（法指定地域に限る。）） 

８ 地域密着型農業基盤整備事業（ほ場整備事業

関連） 

９ 地域密着型農業基盤整備事業（畑地帯総合整

備事業関連（国営関連地区に限る。）） 

１０ 地域密着型農業基盤整備事業（畑地帯総合

整備事業関連（国営関連地区を除く。）） 

１１ 地域密着型農業基盤整備事業（中山間地域

工事費の１００分の２５に相当

する金額 

 

 

工事費の１００分の２１に相当

する金額 

 

 

工事費の１００分の２２．５に

相当する金額 

工事費の１００分の１５に相当 

する金額 

工事費の１００分の２５に相当

する金額 

工事費の１００分の２２．５に

相当する金額 

工事費の１００分の１７．５に

相当する金額 

工事費の１００分の２５に相当

する金額 

工事費の１００分の２０に相当

する金額 

工事費の１００分の２５に相当

する金額 

工事費の１００分の１５に相当



70 

総合整備事業関連） 

１２ 地域密着型農業基盤整備事業（農道事業関

連） 

１３ 地域密着型農業基盤整備事業（防災ダム事

業関連（防災ダム）） 

１４ 地域密着型農業基盤整備事業（防災ダム事

業関連（地震ため池）） 

１５ 地域密着型農業基盤整備事業（ため池等整

備事業関連（一般）） 

１６ 地域密着型農業基盤整備事業（ため池等整

備事業関連（河川工作物）） 

１７ 地域密着型農業基盤整備事業（湛水防除事

業関連（平成１７年度以前採択分（法指定地域

を除く。））） 

１８ 地域密着型農業基盤整備事業（湛水防除事

業関連（平成１７年度以前採択分（法指定地域

に限る。））） 

１９ 地域密着型農業基盤整備事業（湛水防除事

業関連（平成１８年度から平成２１年度までの

新規採択分）） 

２０ 地域密着型農業基盤整備事業（湛水防除事

業関連（平成２２年度以降新規採択分）） 

２１ 地域密着型農業基盤整備事業（農地保全事

業関連（平成１７年度以前採択分）） 

２２ 地域密着型農業基盤整備事業（農地保全事

業関連（平成１８年度以降新規採択分）） 

２３ 地域密着型農業基盤整備事業（特定農業用 

管水路等特別対策事業関連（一般地域に限る。）） 

２４ 地域密着型農業基盤整備事業（特定農業用

管水路等特別対策事業関連（法指定地域に限

る。）） 

２５ 地域密着型農業基盤整備事業（海岸保全事

業関連） 

２６ 地域密着型農業基盤整備事業（災害復旧関

する金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の６に相当す

る金額 

工事費の１００分の１１に相当

する金額 

工事費の１００分の２１に相当

する金額 

工事費の１００分の８に相当す

る金額 

工事費の１００分の１９．５に

相当する金額 

 

工事費の１００分の１４．５に

相当する金額 

 

工事費の１００分の８に相当す

る金額 

 

工事費の１００分の１８に相当

する金額 

工事費の１００分の２５に相当

する金額 

工事費の１００分の２１に相当

する金額 

工事費の１００分の１５に相当

する金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

 

工事費の１００分の５に相当す

る金額 

工事費の１００分の５０に相当
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連） 

２７ 地域密着型農業基盤整備事業（農地等災害

復旧事業関連（施設関連）） 

２８ 地域密着型農業基盤整備事業（農地等災害

復旧事業関連（農地関連）） 

２９ 水産流通基盤整備事業 

 

３０ 漁港施設機能強化事業 

 

３１ 水産環境整備事業 

 

３２ 水産生産基盤整備事業（離島の外郭施設及

び水域施設を除く。） 

３３ 漁村再生交付金事業 

 

３４ 単県漁港改良事業 

 

する金額 

工事費の１００分の０．３に相

当する金額 

工事費の１００分の１．３５に

相当する金額 

工事費の１００分の５に相当す

る金額 

工事費の１００分の５に相当す

る金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の５に相当す

る金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の３分の１に相当する金

額 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する農林水産関係の建設事業に要する経費の一部を市

町村に負担させるため、地方財政法（昭和２３年法律第１０９号）第２７条第２項の規定

により議会の議決を経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２１ 号 

令和４年度農地海岸保全事業及び漁港海岸保全施設整備事業の経費に対する市町負 

担金について 

令和４年度において熊本県が施行する農地海岸保全事業及び漁港海岸保全施設整備事業

について、当該事業に要する経費のうち市町が負担すべき金額を次のとおり定めることと

する。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

事    業    名 負担すべき金額 

１ 農地海岸保全事業 

 

２ 漁港海岸保全施設整備事業 

工事費の１００分の５に相当す

る金額 

工事費の１００分の５に相当す

る金額 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する農地海岸保全事業及び漁港海岸保全施設整備事業

に要する経費の一部を市町に負担させるため、海岸法（昭和３１年法律第１０１号）第２

８条第２項の規定により議会の議決を経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２２ 号 

令和４年度県営土地改良事業の経費に対する市町村負担金について 

令和４年度において熊本県が施行する県営土地改良事業について、当該事業に要する経

費のうち市町村が負担すべき金額を次のとおり定めることとする。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

事    業    名 負担すべき金額 

１ かんがい排水事業（水利施設整備事業（排水

対策特別型及び農地集積促進型）に限る。） 

２ かんがい排水事業（水利施設整備事業（基幹 

 水利施設保全型）（令和２年度以前採択地区

分）に限る。） 

３ かんがい排水事業（水利施設整備事業（基幹

水利施設保全型）（令和３年度以降新規採択地

区分）に限る。） 

４ 畑地帯総合整備事業（農業生産基盤整備に係

るものに限る。） 

５ 経営体育成基盤整備事業（農業生産基盤整備

に係るものに限る。） 

６ 農道整備事業 

 

７ 中山間地域総合整備事業（農業生産基盤整備

に係るものに限る。） 

８ 湛水防除事業（法指定地域を除く。） 

 

９ 湛水防除事業（平成１８年度以降新規採択分

（法指定地域に限る。）） 

１０ 湛水防除事業（平成１７年度以前採択分

（法指定地域に限る。）） 

１１ 農地保全整備事業 

 

１２ ため池等整備事業 

 

１３ ため池緊急整備事業（一般地域に限る。） 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

 

工事費の１００分の１４に相当

する金額 

 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の１８に相当

する金額 

工事費の１００分の１３に相当

する金額 

工事費の１００分の１４．５に

相当する金額 

工事費の１００分の１４に相当

する金額 

工事費の１００分の１４に相当

する金額 

工事費の１００分の１６に相当
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１４  ため池緊急整備事業（法指定地域に限る。） 

 

１５ 特定農業用管水路等特別対策事業（美里町

の区域を除く。） 

１６ 特定農業用管水路等特別対策事業（美里町

の区域に限る。） 

する金額 

工事費の１００分の１１に相当

する金額 

工事費の１００分の１０に相当

する金額 

工事費の１００分の５に相当す

る金額 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する県営土地改良事業に要する経費の一部を市町村に

負担させるため、土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９１条第６項において準用

する同法第９０条第１０項の規定により議会の議決を経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２３ 号 

令和４年度道路事業の経費に対する市町村負担金について 

令和４年度において熊本県が施行する道路事業について、当該事業に要する経費のうち

市町村が負担すべき金額を次のとおり定めることとする。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

事    業    名 負担すべき金額 

１ 単県道路改築事業（改良） 

 

２ 単県道路改良事業（側溝整備） 

 

工事費の１０分の１．５に相当

する金額 

工事費の１０分の１．５に相当

する金額 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する道路事業に要する経費の一部を市町村に負担させ

るため、道路法（昭和２７年法律第１８０号）第５２条第２項の規定により議会の議決を

経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２４ 号 

令和４年度流域下水道事業の経費に対する市町村負担金について 

令和４年度において熊本県が施行する流域下水道事業について、当該事業に要する経費

のうち市町村が負担すべき金額を次のとおり定めることとする。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

事    業    名 負担すべき金額 

１ 熊本北部流域下水道建設事業 

 

 

２ 球磨川上流流域下水道建設事業 

 

 

３ 八代北部流域下水道建設事業 

 

 

４ 熊本北部流域下水道維持管理事業 

 

５ 球磨川上流流域下水道維持管理事業 

 

 

６ 八代北部流域下水道維持管理事業 

事業費から国庫補助金額等を控

除した額の２分の１に相当する

金額 

事業費から国庫補助金額等を控

除した額の２分の１に相当する

金額 

事業費から国庫補助金額等を控

除した額の２分の１に相当する

金額 

流入水量１立方メートル当たり 

４５円 

流入水量１立方メートル当たり 

９１円及び資本費７１，６０８，

５２８円 

流入水量１立方メートル当たり 

１３９円 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する流域下水道事業に要する経費の一部を市町村に負

担させるため、下水道法（昭和３３年法律第７９号）第３１条の２第２項の規定により議

会の議決を経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２５ 号 

令和４年度海岸事業の経費に対する市町負担金について 

令和４年度において熊本県が施行する海岸事業について、当該事業に要する経費のうち

市町が負担すべき金額を次のとおり定めることとする。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

      事    業    名     負担すべき金額 

１ 海岸堤防等老朽化対策緊急事業 

 

２ 津波・高潮危機管理対策緊急事業 

 

３ 単県海岸保全事業 

 

工事費の２０分の１に相当する

金額 

工事費の２０分の１に相当する

金額 

工事費の２０分の１に相当する

金額 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する海岸事業に要する経費の一部を市町に負担させる

ため、海岸法（昭和３１年法律第１０１号）第２８条第２項の規定により議会の議決を経

る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２６ 号 

令和４年度地すべり対策事業の経費に対する市負担金について 

令和４年度において熊本県が施行する地すべり対策事業について、当該事業に要する経

費のうち市が負担すべき金額を次のとおり定めることとする。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

      事    業    名       負担すべき金額    

単県地すべり対策事業 工事費の１０分の１に相当する

金額 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する地すべり対策事業に要する経費の一部を市に負担

させるため、地すべり等防止法（昭和３３年法律第３０号）第３１条第２項の規定により

議会の議決を経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２７ 号 

令和４年度都市計画事業、港湾事業、急傾斜地崩壊対策事業及び砂防事業の経費に

対する市町村負担金（地方財政法関係）について 

令和４年度において熊本県が施行する都市計画事業、港湾事業、急傾斜地崩壊対策事業

及び砂防事業について、当該事業に要する経費のうち市町村が負担すべき金額（地方財政

法関係）を次のとおり定めることとする。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

事    業    名 負担すべき金額 

１ 単県街路促進事業 

  

２ 街路整備事業（被災市街地復興推進地域内の

事業を除く。） 

３ 街路整備事業（被災市街地復興推進地域内の

事業に限る。） 

 

４ 直轄港湾改修事業（八代港大築島南地区土砂

処分場整備及び耐震強化部以外のクルーズ船専

用岸壁を除く。） 

５ 直轄港湾改修事業（八代港大築島南地区土砂

処分場整備及び耐震強化部以外のクルーズ船専

用岸壁に限る。） 

６ 重要港湾改修事業 

 

７ 地方港湾改修事業 

 

８ 港湾補修事業 

 

９ 重要港湾環境整備事業 

  

１０ 急傾斜地崩壊対策事業（総合流域防災事業 

を含む。）（公共施設、避難関連又は災害時要 

援護者に関連する事業で、かつ、大規模斜面、 

緊急改築又は災関フォローのいずれかに該当す

るもの） 

８ 急傾斜地崩壊対策事業（総合流域防災事業を

含む。）（公共施設、避難関連又は災害時要援

護者に関連する事業で、かつ、大規模斜面、緊

工事費の１０分の１に相当する

金額 

工事費の１０分の１に相当する

金額 

工事費から国庫補助金額等を控

除した額の１０分の１に相当す

る金額 

工事費の１０分の１に相当する

金額 

 

工事費の２０分の１に相当する

金額 

 

工事費の１０分の１に相当する

金額 

工事費の５分の１に相当する金

額 

工事費の６分の１に相当する金

額 

工事費の１０分の１に相当する

金額 

工事費の２０分の１に相当する

金額 

 

 

 

工事費の１０分の１に相当する

金額 
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 るもの） 

１１ 急傾斜地崩壊対策事業（総合流域防災事業 

を含む。）（公共施設、避難関連又は災害時要

援護者に関連する事業で、かつ、大規模斜面、

緊急改築又は災関フォローのいずれにも該当し

ないもの） 

１２ 急傾斜地崩壊対策事業（総合流域防災事業

を含む。）（公共施設、避難関連又は災害時要

援護者のいずれにも関連しない一般の事業で、

かつ、大規模斜面、緊急改築又は災関フォロー

のいずれかに該当するもの） 

１３ 急傾斜地崩壊対策事業（総合流域防災事業

を含む。）（公共施設、避難関連又は災害時要

援護者のいずれにも関連しない一般の事業で、

かつ、大規模斜面、緊急改築又は災関フォロー

のいずれにも該当しないもの） 

１４ 単県急傾斜地崩壊対策事業 

 

１５ 単県砂防事業 

 

 

工事費の１０分の１に相当する

金額 

 

 

 

工事費の１０分の１に相当する

金額 

 

 

 

工事費の５分の１に相当する金

額 

 

 

 

工事費の３分の１に相当する金

額 

工事費の１０分の１に相当する

金額 

（提案理由） 

令和４年度において熊本県が施行する都市計画事業、港湾事業、急傾斜地崩壊対策事業

及び砂防事業に要する経費の一部を市町村に負担させるため、地方財政法（昭和２３年法

律第１０９号）第２７条第２項の規定により議会の議決を経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２８ 号 

   工事請負契約の締結について 

 熊本港物流拠点機能向上（ガントリークレーン製作据付）工事について、次のように請

負契約を締結することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

１ 工 事 名 熊本港物流拠点機能向上（ガントリークレーン製作据付）工事 

２ 工 事 内 容 ガントリークレーン製作据付工 

３ 工 事 場 所 熊本市西区新港二丁目地内 

４ 工 期 契約締結の日の翌日から令和６年９月３０日まで 

５ 契 約 金 額 １，１４８，４００，０００円 

６ 契約の相手方 東京都中央区築地五丁目６番４号 

         株式会社三井Ｅ＆Ｓマシナリー 

         代表取締役社長 田中一郎 

７ 契約の方法 一般競争入札 

 （提案理由） 

 熊本港物流拠点機能向上（ガントリークレーン製作据付）工事請負契約の締結について、

議会の議決に付すべき契約に関する条例（昭和３９年熊本県条例第３０号）第２条の規定

により議会の議決を経る必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ２９ 号 

   工事請負契約の締結について 

 小川工業高校実習棟改築工事について、次のように請負契約を締結することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

１ 工 事 名 小川工業高校実習棟改築工事 

２ 工 事 内 容 (１)実習棟 

             木造一部鉄筋コンクリート造、平屋建て、延べ面積３，７２

０平方メートル 

(２)渡り廊下その他 

             鉄骨造、平屋建て、延べ面積８１平方メートル 

(３)上記(１)及び(２)の建築に伴う既存体育教官室の建物解体工事 

３ 工 事 場 所 宇城市小川町北新田７７０番地地内 

４ 工     期 契約締結の日の翌日から令和６年２月１６日まで 

５ 契 約 金 額 １，５４２，７５０，０００円 

６ 契約の相手方 八代市宮地町２０８８番地 

 松島・髙橋・和久田建設工事共同企業体 

 代表者 株式会社松島建設 代表取締役 松嶋進治 

７ 契 約 の 方 法 一般競争入札 

 （提案理由） 

 小川工業高校実習棟改築工事請負契約の締結について、議会の議決に付すべき契約に関

する条例（昭和３９年熊本県条例第３０号）第２条の規定により議会の議決を経る必要が

ある。 

 これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ３０ 号 

   工事請負契約の締結について 

 球磨支援学校校舎棟新築工事について、次のように請負契約を締結することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

１ 工 事 名 球磨支援学校校舎棟新築工事 

２ 工 事 内 容 (１)校舎棟 

  木造一部鉄筋コンクリート造、地上２階建て、延べ面積４, 

  ５６９平方メートル 

(２)車庫その他 

             鉄骨造、平屋建て、延べ面積４７平方メートル 

３ 工 事 場 所 球磨郡多良木町１２１２番地地内 

４ 工     期 契約締結の日の翌日から令和６年１月２９日まで 

５ 契 約 金 額 １，４４７，６００，０００円 

６ 契約の相手方 球磨郡多良木町大字多良木１４４番地の１ 

 味岡・丸昭・速永建設工事共同企業体 

 代表者 味岡建設株式会社 代表取締役 味岡俊彦 

７ 契 約 の 方 法 一般競争入札 

 （提案理由） 

 球磨支援学校校舎棟新築工事請負契約の締結について、議会の議決に付すべき契約に関

する条例（昭和３９年熊本県条例第３０号）第２条の規定により議会の議決を経る必要が

ある。 

 これが、この議案を提出する理由である。 
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第 ３１ 号 

   有料道路事業変更許可申請に関する同意について 

 道路整備特別措置法（昭和３１年法律第７号）第１６条第１項の規定により、熊本県道

路公社から有料道路の料金を次のとおり変更することについて同意を求められたので、こ

れに同意することとする。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

 平成５年１月７日付け熊道公第５８号の有料道路事業許可申請事項の一部を次のとおり

変更する。 

 ６料金の注２を次のように変更する。 

２ 障害者割引     

イ 割引をする自動車 

社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第１４条に基づく福祉に関する事務所（市

町村及び特別区が設置したものに限る。）又は当該事務所を設置していない町村にお

いて、身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により

交付されている身体障害者手帳又は療育手帳制度要綱（昭和４８年９月２７日厚生省

発児第１５６号厚生事務次官通知「療育手帳制度について」別紙）の定めるところに 

より交付を受けている療育手帳（以下「手帳」という。）に、以下の（イ）又は（ロ） 

の要件を満たすものとして、熊本県道路公社が別に定めるところにより事前に自動車

登録番号又は車両番号等必要事項の記載の手続がなされた自動車。 

（イ） 手帳の交付を受けている者が、手帳を携行して自ら運転する自動車のうち日常  

生活の用に供され、本人又はその親族等が所有する自動車（営業用の自動車を除 

く。）で、熊本県道路公社が別に定めるもの 

（ロ） 手帳の交付を受けている者のうち、重度の障害を持つ者として身体障害者福祉 

法施行規則（昭和２５年厚生省令第１５号）別表第５号に定める障害の等級又は「 

療育手帳制度の実施について（昭和４８年９月２７日児発第７２５号厚生省児童家

庭局長通知）」の第三に定める障害の程度に基づき熊本県道路公社が別に定める者

（以下「重度障害者」という。）が手帳を携行して乗車し、その移動のために本人

以外の者が運転する自動車のうち日常生活の用に供され、当該重度障害者又はその

親族等が所有する（これらの者がこれらの自動車を所有していない場合にあっては

当該重度障害者を継続して日常的に介護している者が所有する）自動車（営業用の

自動車を除く。）で、熊本県道路公社が別に定めるもの 

なお、上記自動車がＥＴＣ多目的利用システム（ＥＴＣ多目的利用システムの利

用に関する要綱（令和元年１１月１１日国道高第１４号国土交通省道路局高速道路



 

 85 

課長通知）第２条第１号に規定するシステムをいう。以下同じ。）を利用して無線

通信により料金所を通行し、通行料金の納付を行おうとする場合は、熊本県道路公

社がＥＴＣ多目的利用システムの取扱いに関し別に定めるところにより事前に登録

がなされたＥＴＣカード（有料道路自動料金収受システムを使用する料金徴収事務

の取扱いに関する省令（平成１１年８月２日建設省令第３８号 ) 第２条第２項の規

定に基づき東日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社、中日本高速道路株式

会社、西日本高速道路株式会社、阪神高速道路株式会社及び本州四国連絡高速道路

株式会社が公告したＥＴＣシステム利用規程（平成２４年１２月６日）第３条第１

号に規定するＥＴＣカードをいう。）を使用する場合に限る。     

ロ 割引率 

   割引率は５０パーセント以下とする。 

（注） 熊本県道路公社が別に定めるものとは、「有料道路における障害者割引措置実施

要領」（平成１５年７月３０日。別添）をいう。 

 注３を注４とし、注２の次に次の注を加える。 

３ ＥＴＣ多目的利用システムを利用して料金の徴収を行う場合の割引率は、２割以下と

する。 

（提案理由） 

有料道路の料金の変更に同意することについて、道路整備特別措置法第１６条第２項の

規定により、議会の議決を経る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 



 86 

第 ３２ 号 

   専決処分の報告及び承認について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

  令和４年９月９日提出 

 熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

専第 １６ 号 

   和解及び損害賠償額の決定について 

令和４年５月３１日に判明した、熊本県が賃借したレンタカーの破損に関し、和解の相

手方と熊本県との間に次のとおり損害賠償の額を決定し、和解することとする。 

  令和４年８月１８日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

和解の相手方 損害賠償の額 和 解 事 項 

株式会社カセル ６８，４００円 当事者双方は、今後本件に関して、裁

判上又は裁判外において一切の異議及び

請求の申立てをしないこと。 
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第 ３３ 号 

      専決処分の報告及び承認について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事 

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

    令和４年９月９日提出 

                                               熊本県知事  蒲 島 郁 夫    

専第 １０ 号 

   和解及び損害賠償額の決定について 

 次に掲げる日、路線名等、場所及び原因で発生した事故に関し、和解の相手方と熊本県

との間に次のとおり損害賠償の額を決定し、和解することとする。 

  令和４年７月２０日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

発 生 日 

路 線 名 等 

発 生 場 所 

事 故 の 原 因 

和解の相手方 損害賠償の額 和 解 事 項 

令和３年３月１３日 

一般県道熊本菊陽線 

菊池郡菊陽町大字原水地

内 

安全施設不全 

個 人 

（自転車運転者） 

４,４５９,８２５円 当事者双

方は、今後

本件に関し

て、裁判上

又は裁判外

において一

切の異議及

び請求の申

立てをしな 

いこと。 
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第 ３４ 号 

      専決処分の報告及び承認について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事 

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

    令和４年９月９日提出 

                                               熊本県知事  蒲 島 郁 夫    

専第 １１ 号 

   和解及び損害賠償額の決定について 

 次に掲げる日、路線名等、場所及び原因で発生した事故に関し、和解の相手方と熊本県

との間に次のとおり損害賠償の額を決定し、和解することとする。 

  令和４年７月２０日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

発 生 日 

路 線 名 等 

発 生 場 所 

事 故 の 原 因 

和解の相手方 損害賠償の額 和 解 事 項 

令和４年４月２６日 

一般国道２１９号 

球磨郡湯前町大字上猪地

内 

倒木 

個 人 

（車両所有者） 

５１７,１８７円 当事者双方は、

今後本件に関し

て、裁判上又は裁

判外において一切

の異議及び請求の

申立てをしないこ

と。 
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第 ３５ 号 

      専決処分の報告及び承認について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事 

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

    令和４年９月９日提出 

                                               熊本県知事  蒲 島 郁 夫    

専第 １８ 号 

   和解及び損害賠償額の決定について 

 次に掲げる日、路線名等、場所及び原因で発生した事故に関し、和解の相手方と熊本県

との間に次のとおり損害賠償の額を決定し、和解することとする。 

  令和４年８月１９日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

発 生 日 

路 線 名 等 

発 生 場 所 

事 故 の 原 因 

和解の相手方 損害賠償の額 和 解 事 項 

令和４年５月１４日 

主要地方道阿蘇公園菊池

線 

阿蘇市西湯浦地内 

倒木 

個 人 

（車両所有者） 

１５５,９８５円 当事者双方は、

今後本件に関し

て、裁判上又は裁

判外において一切

の異議及び請求の

申立てをしないこ

と。 
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第 ３６ 号 

      専決処分の報告及び承認について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事 

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

    令和４年９月９日提出 

                                               熊本県知事  蒲 島 郁 夫    

専第 １７ 号 

   和解及び損害賠償額の決定について 

 次に掲げる日、路線名等、場所及び原因で発生した事故に関し、和解の相手方と熊本県

との間に次のとおり損害賠償の額を決定し、和解することとする。 

  令和４年８月２日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

発 生 日 

路 線 名 等 

発 生 場 所 

事 故 の 原 因 

和解の相手方 損害賠償の額 和 解 事 項 

令和４年５月１１日 

臨港道路１号線 

八代港外港地区 

飛石 

有限会社小林

商店 

（車両所有者） 

９６，１８４円 当事者双方は、

今後本件に関し

て、裁判上又は裁

判外において一切

の異議及び請求の

申立てをしないこ

と。 
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第 ３７ 号 

   専決処分の報告及び承認について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

専第 １４ 号 

和解及び損害賠償額の決定について 

令和３年４月から令和４年５月まで、和解の相手方の許諾を得ずにその著作物を熊本県

立熊本北高等学校のホームページに掲載して著作権を侵害したことに関し、和解の相手方

と熊本県との間に次のとおり損害賠償の額を決定し、和解することとする。 

  令和４年８月１０日専決 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

和解の相手方 損害賠償の額 和 解 事 項 

個 人 

（著作者） 

２８，０００円  当事者双方は、今後本件に関して、

裁判上又は裁判外において一切の異議

及び請求の申立てをしないこと。 
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第 ３８ 号 

   専決処分の報告及び承認について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

専第 １５ 号 

和解について 

令和３年４月から令和４年５月まで、著作者の許諾を得ずにその著作物を熊本県立熊本

北高等学校のホームページに掲載して著作権を侵害したことに関し、和解の相手方と熊本

県との間に次のとおり和解することとする。 

  令和４年８月１０日専決 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

和解の相手方 
熊本県が和解の相手方

に対して求償する額 
和 解 事 項 

オゾンブルー 

（熊本県立熊本北高

等学校のホームペー

ジを制作した者から

本件の求償に係る債

務を引き受けた者） 

２８，０００円  当事者双方は、今後本件に関し

て、裁判上又は裁判外において一切

の異議及び請求の申立てをしないこ

と。 
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第 ３９ 号 

      令和３年度熊本県一般会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県一般会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４０ 号 

     令和３年度熊本県中小企業振興資金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県中小企業振興資金特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４１ 号 

      令和３年度熊本県母子父子寡婦福祉資金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県母子父子寡婦福祉資金特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４２ 号 

      令和３年度熊本県収入証紙特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県収入証紙特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４３ 号 

      令和３年度熊本県立高等学校実習資金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県立高等学校実習資金特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４４ 号 

      令和３年度熊本県港湾整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県港湾整備事業特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４５ 号 

      令和３年度熊本県臨海工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊 

本県臨海工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４６ 号 

      令和３年度熊本県用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊 

本県用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４７ 号 

      令和３年度熊本県育英資金等貸与特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県育英資金等貸与特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４８ 号 

      令和３年度熊本県林業改善資金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県林業改善資金特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ４９ 号 

      令和３年度熊本県沿岸漁業改善資金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県沿岸漁業改善資金特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５０ 号 

      令和３年度熊本県市町村振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊 

本県市町村振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５１ 号 

      令和３年度熊本県高度技術研究開発基盤整備事業等特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県高度技術研究開発基盤整備事業等特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定

を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５２ 号 

      令和３年度熊本県のチッソ株式会社に対する貸付けに係る県債償還等特別会計歳入

歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊 

本県のチッソ株式会社に対する貸付けに係る県債償還等特別会計歳入歳出決算について、 

別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５３ 号 

      令和３年度熊本県公債管理特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県公債管理特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５４ 号 

      令和３年度熊本県国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度熊

本県国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

                                             熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５５ 号 

   令和３年度熊本県病院事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 別冊のとおり、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３２条第２項の規定に

より令和３年度熊本県病院事業会計において生じた利益の処分について議決を求め、同法

第３０条第４項の規定により令和３年度熊本県病院事業会計決算について認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
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第 ５６ 号 

   令和３年度熊本県電気事業会計決算の認定について 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定により、令和３年

度熊本県電気事業会計決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５７ 号 

   令和３年度熊本県工業用水道事業会計決算の認定について 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定により、令和３年

度熊本県工業用水道事業会計決算について、別冊のとおり認定を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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第 ５８ 号 

   令和３年度熊本県有料駐車場事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 別冊のとおり、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３２条第２項の規定に

より令和３年度熊本県有料駐車場事業会計において生じた利益の処分について議決を求め、

同法第３０条第４項の規定により令和３年度熊本県有料駐車場事業会計決算について認定

を求める。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 



 

 113 

第 ５９ 号                                 

令和３年度熊本県流域下水道事業会計決算の認定について 

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定により、令和３年

度熊本県流域下水道事業会計決算について、別冊のとおり認定を求める。 

令和４年９月９日提出 

  

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １ 号 

      専決処分の報告について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により専決処分した事  

件について、次のとおり報告する。 

    令和４年９月９日提出 

                                               熊本県知事  蒲 島 郁 夫  

専第 １９ 号 

   和解及び損害賠償額の決定について 

 次に掲げる日及び場所で発生した和解の相手方の車両等と熊本県職員が運転する公用車

による交通事故に関し、和解の相手方と熊本県との間に次のとおり損害賠償の額を決定し、

和解することとする。 

  令和４年８月３０日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

発  生  日 

発 生 場 所 

和解の相手方 

相手方の車両等 
損害賠償の額 和 解 事 項 

令和４年７月５日 

天草市亀場町亀川地

内 

 

有限会社松下佛

具店 

（所有者） 

駐車場ポール 

 

３５，８７１円 当事者双方は、

今 後 本 件 に 関 し

て、裁判上又は裁

判外において一切

の異議及び請求の

申立てをしないこ

と。 
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報告第 ２ 号 

   専決処分の報告について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により専決処分した事

件について、次のとおり報告する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

専第 １２ 号 

   和解及び損害賠償額の決定について 

次に掲げる日及び場所で発生した和解の相手方使用の車両等と熊本県警察職員が運転す

る公用車による交通事故に関し、和解の相手方と熊本県との間に次のとおり損害賠償の額

を決定し、和解することとする。 

  令和４年８月２日専決 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

番

号 

発  生  日 

発 生 場 所 

和解の相手方 

相手方の車両等 
損害賠償の額 和解事項 

１ 

令和２年１０月２日 

熊本市中央区千葉城町

地内 

個人 

（車両所有者） 

（車両運転者） 

原動機付自転車 

３，７５３，９１７円 

 

 

当事者双 

方は、今後

本件に関し

て、裁判上

又は裁判外

において一

切の異議及

び請求の申

立てをしな

いこと。 

２ 

令和３年６月２８日 

玉名市岱明町開田地内 

富田薬品 

株式会社 

（車両所有者） 

普通貨物車 

 

５０４，９５４円 

 

 

個人 

（車両運転者） 

 

 

６２３，２００円 
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３ 

令和３年１０月２５日 

熊本市東区新生地内 

個人 

（車両所有者） 

（車両運転者） 

普通乗用車 

 

１，９４３，２０９円 

 

個人 

（車両同乗者） 

 

３１，５８４円 

４ 

令和３年１２月６日 

合志市須屋地内 

個人 

（所有者） 

プレハブ倉庫 

９９０，０００円 

５ 

令和４年４月２７日 

熊本市中央区神水地内 

 

個人 

（車両所有者） 

軽乗用車 

３３，７３３円 

 



 

 117 

報告第 ３ 号 

   公立大学法人熊本県立大学の経営状況を説明する書類の提出について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公立大学

法人熊本県立大学の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類を

別冊のとおり提出する。 

    令和４年９月９日提出 

                                            熊本県知事 蒲 島 郁 夫   
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報告第 ４ 号 

   公益財団法人熊本県立劇場の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県立劇場の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類を

別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ５ 号 

   天草エアライン株式会社の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、天草エア

ライン株式会社の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類を別

冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 120 

報告第 ６ 号 

   豊肥本線高速鉄道保有株式会社の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、豊肥本線

高速鉄道保有株式会社の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書

類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 121 

報告第 ７ 号 

   肥薩おれんじ鉄道株式会社の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、肥薩おれ

んじ鉄道株式会社の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類を

別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



122 

報告第 ８ 号 

   一般財団法人熊本さわやか長寿財団の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、一般財団

法人熊本さわやか長寿財団の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関す

る書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ９ 号 

公益財団法人熊本県総合保健センターの経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県総合保健センターの令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関

する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １０ 号 

   公益財団法人熊本県移植医療推進財団の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県移植医療推進財団の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関

する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １１ 号 

   公益財団法人熊本県生活衛生営業指導センターの経営状況を説明する書類の提出に 

   ついて 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県生活衛生営業指導センターの令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業

計画に関する書類を別冊のとおり提出する。 

令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １２ 号 

   公益財団法人水俣・芦北地域振興財団の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人水俣・芦北地域振興財団の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関

する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １３ 号 

   公益財団法人熊本県環境整備事業団の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県環境整備事業団の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関す

る書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １４ 号 

   一般財団法人熊本テルサの経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、一般財団

法人熊本テルサの令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類を別

冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                                     熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １５ 号 

   公益財団法人熊本県雇用環境整備協会の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県雇用環境整備協会の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関

する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                                     熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １６ 号 

   希望の里ホンダ株式会社の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、希望の里

ホンダ株式会社の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類を別

冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                                     熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 １７ 号 

   公益財団法人くまもと産業支援財団の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人くまもと産業支援財団の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関す

る書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

 



 132 

報告第 １８ 号 

   一般財団法人熊本県起業化支援センターの経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、一般財団

法人熊本県起業化支援センターの令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に

関する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 



 

 133 

報告第 １９ 号 

   株式会社テクノインキュベーションセンターの経営状況を説明する書類の提出につ 

   いて 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、株式会社

テクノインキュベーションセンターの令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計

画に関する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２０ 号 

   一般財団法人熊本県伝統工芸館の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、一般財団

法人熊本県伝統工芸館の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書

類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２１ 号 

   一般社団法人熊本県野菜価格安定資金協会の経営状況を説明する書類の提出につい

て 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、一般社団

法人熊本県野菜価格安定資金協会の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画

に関する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２２ 号 

   公益社団法人熊本県畜産協会の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益社団

法人熊本県畜産協会の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類

を別冊のとおり提出する。 

令和４年９月９日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
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報告第 ２３ 号 

   公益財団法人熊本県農業公社の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県農業公社の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類

を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                                     熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２４ 号 

   公益社団法人熊本県林業公社の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益社団

法人熊本県林業公社の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類

を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２５ 号 

   公益財団法人熊本県林業従事者育成基金の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県林業従事者育成基金の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に

関する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２６ 号 

   公益財団法人くまもと里海づくり協会の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人くまもと里海づくり協会の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関

する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫    
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報告第 ２７ 号 

   熊本県道路公社の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、熊本県道

路公社の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書類を別冊のとお

り提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２８ 号 

   一般財団法人白川水源地域対策基金の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、一般財団

法人白川水源地域対策基金の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関す

る書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ２９ 号 

   公益財団法人熊本県武道振興会の経営状況を説明する書類の提出について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県武道振興会の令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業計画に関する書

類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ３０ 号 

     公益財団法人熊本県暴力追放運動推進センターの経営状況を説明する書類の提出に

ついて 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、公益財団

法人熊本県暴力追放運動推進センターの令和３年度決算に関する書類及び令和４年度事業

計画に関する書類を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                                                熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ３１ 号 

   熊本県における事務の的確・適正な執行の確保に関する評価報告書の提出について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１５０条第６項の規定により、令和３年度の

熊本県における事務の的確・適正な執行の確保に関する評価報告書について、別冊のとお

り熊本県監査委員の意見を付けて提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ３２ 号 

   令和３年度決算に基づく熊本県の財政の健全化判断比率及び公営企業の資金不足比 

率の報告について 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項及

び第２２条第１項の規定により、令和３年度決算に基づく熊本県の財政の健全化判断比率

及び熊本県が経営する公営企業の資金不足比率について、別冊のとおり熊本県監査委員の

意見を付けて報告する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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報告第 ３３ 号 

   公立大学法人熊本県立大学の令和３年度における業務の実績に関する評価について 

  地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）第７８条の２第６項の規定により、

熊本県公立大学法人評価委員会が行った公立大学法人熊本県立大学の令和３年度における

業務の実績に関する評価について、別冊のとおり報告する。 

    令和４年９月９日提出 

                                            熊本県知事 蒲 島 郁 夫   
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報告第 ３４ 号 

公立大学法人熊本県立大学の第３期中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標

の期間における業務の実績に関する評価について 

  地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）第７８条の２第６項の規定により、

熊本県公立大学法人評価委員会が行った公立大学法人熊本県立大学の第３期中期目標の期

間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実績に関する評価について、別冊

のとおり報告する。 

    令和４年９月９日提出 

                                            熊本県知事 蒲 島 郁 夫   
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報告第 ３５ 号 

   熊本県教育委員会の点検及び評価報告書の提出について 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条第１

項の規定により、令和３年度の熊本県教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状

況に関する点検及び評価報告書を別冊のとおり提出する。 

  令和４年９月９日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 
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